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表紙の写真
「稲づくり農業体験」
　６月６日（土）、東町
で４２人が参加し、田
植えを体験しました。
（写真は、広報モニター
山田幸哉さん提供）

催し
募集
講座・教室
健康
相談・その他
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暮らしのガイド

岩倉市ほっと情報メールにご登録ください！
　防災や防犯、イベントなどさまざまな
情報をお届けします。
【空メールアドレス】
t-iwakura@sg-m.jp

岩
倉
市
は

　

・
交
通
安
全
都
市
宣
言
（
昭
和
37
年
１
月
27
日
）

　

・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
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平
成
7
年
12
月
20
日
）

　

・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言
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平
成
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年
12
月
6
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環

境

都

市

宣

言
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25
年
３
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28
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の
ま
ち
で
す
。
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▲６月１２日（金）、子育て支援セ
ンターに石黒栄一さん（東町）か
ら、昨年秋の叙勲の記念として、
デンマーク製大型遊具一式が、
寄贈されました。
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科学クラブ岩倉　音と空気の不思議、ア
ダプトプログラムの日、セントラル愛知
交響楽団第２１回岩倉定期演奏会～和太
鼓・大地の鼓動

31フォトニュース

30保健師すこやか日誌

15健康講座

特集　岩倉市名古屋コーチン振興組合
　　　郷土の味を守り続ける　　　　　3

29ポルトガル語情報コーナー
Departamento de Informações

https://twitter.com/iwakuraiiwakun
い～わくん　ツイッター 検 索

@iwakuraiiwakun

https://www.facebook.com/iiwakun

Facebook

い～わくん　フェイスブック 検 索

い～わ　いわくら観光なび 検 索

スマートフォンアプリ
い～わいわくら観光なび

iOS版 Android版

小さなまちから大きな夢を
岩倉市民憲章

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って）
育てよう　心　からだ　 みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って）
高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って）
守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って）
つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って）

市の花／つつじ

平成27年8月1日から介護保険の費用
負担が変わります
平成27年度介護保険料額（本徴収額）決
定通知書を送付します
国民健康保険税の納付書を送付しま
す
国民健康保険税の軽減措置を拡大しま
した
国民年金保険料の免除制度
情報公開制度と個人情報保護制度の運
用状況をお知らせします
平成27年度後期高齢者医療制度の保険
料通知書を送付します
後期高齢者医療制度の保険証を送付し
ます
「岩倉市地域産業活性化支援事業」を実
施します
ケアドカフェ“ひろみ”が１周年を迎え
ます
「い～わくんキャラバン隊」がみなさん
のところへお出かけします！
下水道整備区域の皆さんへ　下水道受
益者負担金の納付書を送付します
結婚50周年、60周年のご夫婦をお祝
いします　金婚・ダイヤモンド婚祝賀
会
節電でリサイクル運動
『季節の野菜料理 プラス１品』
第１回公共施設見学「ぐるっと岩倉＋
α」を実施します

・

・

・

14

14
14

市役所などに自動体外式除細動器（ＡＥ
Ｄ）を設置しています
図書館の夏休み期間中の臨時開館につ
いて
PR大使い～わくん

16
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名
古
屋
コ
ー
チ
ン
は
、
尾
張
の
「
地

鶏
」
と
中
国
産
の
「
バ
フ
コ
ー
チ
ン
」
の

交
配
品
種
で
、
明
治
初
期
頃
、
旧
尾
張
藩

士
の
海
部
兄
弟
の
手
に
よ
り
誕
生
し
ま
し

た
。
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
の
肉
質
は
、
歯
ご

た
え
と
コ
ク
の
あ
る
旨
み
が
特
徴
で
、
明

治
38
年
に
は
国
産
実
用
品
種
第
１
号
と
し

て
認
定
さ
れ
、
全
国
に
広
ま
り
ま
し
た
。

　

岩
倉
市
で
も
、
肥
沃
な
土
地
を
生
か

し
、
明
治
時
代
か
ら
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
が

飼
育
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
37
年
以

降
、
飼
育
コ
ス
ト
の
低
い
外
国
産
の
種
鶏

「
白
色
レ
グ
ホ
ー
ン
種
」
や
「
ブ
ロ
イ
ラ

ー
種
」
が
大
量
に
輸
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
一
時
、
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
は
絶
滅
の

危
機
に
瀕
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
40
年
代
後
半
に
な
る

と
、
グ
ル
メ
志
向
の
高
ま
り
か
ら
昔
な
が

ら
の
「
か
し
わ
肉
」
の
味
を
求
め
る
人
が

増
加
し
、
岩
倉
で
も
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
が

飼
育
さ
れ
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

岩
倉
市
で
は
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
に
携
わ

る
地
元
の
有
志
が
集
ま
り
、
名
古
屋
コ
ー

チ
ン
を
地
場
産
業
と
し
て
振
興
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
昭
和
60
年
に
岩
倉
市
名

古
屋
コ
ー
チ
ン
振
興
組
合
が
設
立
さ
れ
、

今
年
で
設
立
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
桜
ま
つ
り
な
ど
市
内
の
イ

ベ
ン
ト
や
友
好
交
流
都
市
の
大
野
市
で
開

催
さ
れ
る
九
頭
竜
紅
葉
ま
つ
り
に
出
店
す

る
な
ど
岩
倉
市
内
外
で
名
古
屋
コ
ー
チ
ン

の
周
知
を
行
う
ほ
か
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
る
消
費
生
活
講
座
の
「
岩

倉
の
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
と
市
の
特
産
品
で

あ
る
ち
っ
チ
ャ
イ
菜
」
を
使
っ
た
料
理
教

室
へ
の
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
生
肉
の
提
供
や

学
校
給
食
へ
の
納
入
を
行
う
な
ど
、
名
古

屋
コ
ー
チ
ン
の
普
及
、
啓
発
に
努
め
て
い

ま
す
。

●
問
合
先　

商
工
農
政
課
農
政
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
１
２
）
ま
で
。

　名古屋コーチン振興組合では、設立３０周年を記念し、名古屋コー
チンの味を一人でも多くの市民の皆さんに味わっていただくため、振
興組合加盟店で記念イベントを開催します。
　詳しい内容につきましては、岩倉市名古屋コーチン振興組合のホー
ムページをご覧ください。

ホームページアドレス
http://torikatsu.jp/iwakura/

岩
倉
の
特
産
品　

名
古
屋
コ
ー
チ
ン

岩
倉
市
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
振
興
組
合

岩
倉
市
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
振
興
組
合

郷
土
の
味
を
守
り
続
け
る

「岩倉市名古屋コーチン振興組合」創立30周年記念事業

特集

ひ 

よ
く

ひ
ん
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平
成
27
年
８
月
１
日
か

ら
介
護
保
険
の
費
用
負

担
が
変
わ
り
ま
す

①
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

　

一
定
以
上
所
得
の
あ
る
人
は
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
時
の
負
担
割
合
が
１

割
か
ら
２
割
に
な
り
ま
す
。

★
65
歳
以
上
の
人
で
、
合
計
所
得
金
額
が

１
６
０
万
円
以
上
の
人
が
対
象
に
な
り
ま

す
（
単
身
で
収
入
が
年
金
収
入
の
み
の
場

合
は
、
２
８
０
万
円
以
上
）
。

★
合
計
所
得
金
額
が
１
６
０
万
円
以
上
で

も
実
際
の
収
入
が
２
８
０
万
円
に
満
た
な

い
場
合
や
、
65
歳
以
上
の
人
が
２
人
以
上

い
る
世
帯
で
収
入
が
低
い
場
合
が
あ
る
こ

と
を
考
慮
し
、
世
帯
の
65
歳
以
上
の
人
の

「
年
金
収
入
と
そ
の
他
の
合
計
所
得
金

額
」
の
合
計
が
単
身
で
２
８
０
万
円
、
２

人
以
上
の
世
帯
で
３
４
６
万
円
未
満
の
場

合
は
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

★
２
割
負
担
と
な
っ
た
場
合
で
も
月
々
の

利
用
者
負
担
に
は
上
限
が
あ
り
、
上
限
を

超
え
た
分
は
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
２
割
負
担
と
な

っ
た
全
て
の
人
の
負
担
が
２
倍
に
な
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
65
歳
未
満
の
人
お
よ
び
市
民
税
を
課
税

さ
れ
て
い
な
い
人
は
対
象
外
で
す
。

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
に
７
月

中
旬
ご
ろ
か
ら
介
護
保
険
負
担
割
合
証
を

交
付
し
ま
す
。
被
保
険
者
証
と
併
せ
て
サ

ー
ビ
ス
利
用
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
負
担
上

限
（
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
基
準
）
が

変
わ
り
ま
す

　

世
帯
内
に
現
役
世
代
並
み
の
所
得
が
あ

る
高
齢
者
が
い
る
場
合
、
月
々
の
負
担
の

上
限
が
３
万
７
千
２
０
０
円
か
ら
４
万
４

千
４
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

★
市
民
税
の
課
税
所
得
１
４
５
万
円
以
上

の
人
が
い
る
場
合
に
対
象
に
な
り
ま
す
。

★
こ
の
水
準
に
該
当
し
て
も
、
同
一
世
帯

内
に
65
歳
以
上
の
人
が
１
人
の
場
合
は
そ

の
人
の
収
入
が
３
８
３
万
円
、
２
人
以
上

い
る
場
合
は
収
入
合
計
額
が
５
２
０
万
円

に
達
し
な
い
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
３

万
７
千
２
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

③
食
費
・
部
屋
代
の
負
担
軽
減
の
基
準
が

変
わ
り
ま
す

　

食
費
・
部
屋
代
（
室
料
＋
光
熱
水
費
）

の
負
担
軽
減
を
受
け
ら
れ
る
人
が
、
非
課

税
世
帯
の
中
の
預
貯
金
な
ど
の
少
な
い
人

に
限
定
さ
れ
ま
す
。

★
非
課
税
世
帯
の
人
と
は
世
帯
全
員
が
市

民
税
を
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人
を
指
し
ま

す
。

★
預
貯
金
な
ど
（
現
金
、
有
価
証
券
な
ど

も
含
む
）
を
一
定
以
上
の
額
（
配
偶
者
が

い
る
人
は
合
計
２
千
万
円
超
、
い
な
い
人

は
１
千
万
円
超
）
お
持
ち
の
場
合
に
は
軽

減
の
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

★
ま
た
、
配
偶
者
が
市
民
税
を
課
税
さ
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
世
帯
が
分
か
れ
て
い

て
も
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
の
際
に
、
通
帳
の
写
し
な
ど
（
預

貯
金
な
ど
が
わ
か
る
も
の
）
の
提
出
と
印

鑑
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

④
部
屋
代
の
負
担
が
変
わ
り
ま
す

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
相
部
屋
（
多

床
室
）
に
入
所
す
る
課
税
世
帯
の
人
等

は
、
室
料
相
当
の
額
を
負
担
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

★
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
（
短
期
入
所
生
活
介
護
、
介
護
予

防
短
期
入
所
生
活
介
護
）
を
利
用
す
る
人

の
う
ち
、
相
部
屋
（
多
床
室
）
に
入
所
し

て
お
り
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
該
当
す

る
人
な
ど
食
費
・
部
屋
代
の
負
担
軽
減
を

受
け
て
い
る
人
は
、
部
屋
代
負
担
の
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
具
体
的
な
相
部
屋
代
の
ご
負
担
額
は
、

各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
低

所
得
の
人
の
相
部
屋
（
多
床
室
）
の
居
住

費
の
基
準
と
な
る
額
は
、
１
日
３
７
０
円

（
平
成
27
年
４
月
時
点
）
か
ら
８
４
０
円

へ
と
変
更
と
な
り
ま
す
）
。

●
問
合
先　

長
寿
介
護
課
介
護
保
険
グ
ル

ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
１
）
ま
で
。

か
ん
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65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）

の
介
護
保
険
料
が
下
表
の
と
お
り
決
定
し

ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
料
は
、
前
年

の
所
得
が
確
定
す
る
ま
で
の
期
間
を
仮
徴

収
期
間
と
し
、
既
に
４
月
に
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
平
成
26
年
中
の
所
得
が
確
定

し
、
年
額
保
険
料
が
確
定
し
た
こ
と
に
伴

い
、
８
月
分
以
降
の
介
護
保
険
料
額
（
本

徴
収
額
）
に
つ
い
て
、
７
月
中
旬
に
「
平

成
27
年
度
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」

を
郵
送
し
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
…

　

介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
い
ざ
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
に
な
っ
た
と
き
に
、
「
償
還
払
い

（
利
用
者
が
い
っ
た
ん
全
額
負
担
し
、
申

請
に
よ
り
９
割
ま
た
は
８
割
払
い
戻
す
制

度
）
」
に
支
払
い
方
法
が
変
更
に
な
っ
た

り
、
通
常
１
割
（
平
成
27
年
８
月
以
降
は

一
定
所
得
以
上
の
人
は
２
割
）
の
利
用
者

負
担
が
３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
り
す
る

な
ど
の
制
限
が
か
か
り
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
ご
相
談
を
…

　

本
来
適
用
す
べ
き
所
得
段
階
の
保
険
料

等
を
負
担
す
る
と
生
活
保
護
が
必
要
と
な

る
人
が
、
保
険
料
等
が
軽
減
さ
れ
れ
ば
生

活
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
場

合
に
、
本
来
よ
り
も
負
担
の
低
い
保
険
料

等
を
適
用
す
る
た
め
の
「
境
界
層
措
置
」

と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、

市
役
所
２
階
福
祉
課
に
申
請
し
て
「
境
界

層
該
当
証
明
書
」
の
発
行
を
受
け
る
な
ど

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
が
あ

る
と
き
に
は
、
保
険
料
の
減
免
が
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
問
合
先　

長
寿
介
護
課
介
護
保
険
グ
ル

ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
１
）
ま
で
。

平
成
27
年
度
介
護
保
険

料
額（
本
徴
収
額
）決
定

通
知
書
を
送
付
し
ま
す

●
市
政
の
窓
●

語句解説
★老齢福祉年金…明治４４年（１９１１
年）４月１日以前に生まれた人などに支
給される年金です。
★合計所得金額…「所得」とは、実際の
「収入」から「必要経費相当額」を差し
引いた額です。
★課税年金収入…老齢退職年金等の課税
年金収入が対象であり、遺族年金・障害
年金等の非課税年金収入は対象となりま
せん。

平成27年度所得段階別介護保険料
所得段階 年額保険料計算方法対象者

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

第10段階

第11段階

25,900円

36,300円

43,300円

50,800円

57,700円

65,200円

72,200円

86,600円

95,300円

101,000円

106,800円

老齢福祉年金受給者で本人および世帯全員が市民税非課税の人、
または生活保護を受給している人
本人および世帯全員が市民税非課税で合計所得金額と課税年金
収入額の合計が８０万円以下の人
本人および世帯全員が市民税非課税で第１段階以外の人で合計
所得金額と課税年金収入額の合計が１２０万円以下の人
本人および世帯全員が市民税非課税で第１段階以外の人で合計
所得金額と課税年金収入額の合計が１２０万円を超える人
世帯員に市民税が課税されていて、本人が市民税非課税で合計
所得金額と課税年金収入額の合計が８０万円以下の人
世帯員に市民税が課税されていて、本人が市民税非課税で合計
所得金額と課税年金収入額の合計が８０万円を超える人
本人に市民税が課税されていて合計所得金額が１２０万円未満
の人
本人に市民税が課税されていて合計所得金額が１２０万円以上
１９０万円未満の人
本人に市民税が課税されていて合計所得金額が１９０万円以上
２９０万円未満の人
本人に市民税が課税されていて合計所得金額が２９０万円以上
５００万円未満の人
本人に市民税が課税されていて合計所得金額が５００万円以上
８００万円未満の人
本人に市民税が課税されていて合計所得金額が８００万円以上
の人

4,814円×0.45
×12カ月

4,814円×0.63
×12カ月

4,814円×0.75
×12カ月

4,814円×0.88
×12カ月

4,814円×1.0
×12カ月

4,814円×1.13
×12カ月

4,814円×1.25
×12カ月

4,814円×1.5
×12カ月

4,814円×1.65
×12カ月

4,814円×1.75
×12カ月

4,814円×1.85
×12カ月



　

平
成
27
年
度
第
４
〜
12
期
分
ま
で
の
国

民
健
康
保
険
税
の
納
付
書
を
７
月
中
旬
に

発
送
し
ま
す
。

　

今
回
発
送
す
る
納
付
書
は
、
前
年
所
得

金
額
等
を
基
礎
に
算
定
し
た
年
税
額
か

ら
、
す
で
に
通
知
し
ま
し
た
税
額
（
第
１

〜
３
期
）
を
差
し
引
き
、
９
回
に
分
割
し

た
も
の
で
す
。

◎
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
に
つ
い
て

★
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
65
〜
74
歳

の
世
帯
主
の
う
ち
、
次
の
①
〜
③
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
場
合
は
、
原
則
、
特
別
徴

収
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
（
特
別
徴
収

を
中
止
す
る
届
出
を
さ
れ
て
い
る
人
は
除

き
ま
す
）
。

①
１
年
間
に
受
け
取
る
年
金
が
18
万
円
以

上
で
あ
る
。
②
国
民
健
康
保
険
税
と
介
護

保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１

を
超
え
な
い
。
③
同
一
世
帯
内
の
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
全
員
が
65
〜
74
歳
で

あ
る
。

★
平
成
27
年
度
に
初
め
て
特
別
徴
収
と
な

る
世
帯
主
の
人
は
、
10
月
か
ら
開
始
と
な

り
ま
す
（
第
４
〜
６
期
ま
で
は
、
納
付
書

な
ど
に
よ
り
納
め
て
く
だ
さ
い
）
。

★
特
別
徴
収
は
、
申
し
出
に
よ
り
、
口
座

振
替
へ
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
納
付
書
に
同
封
の
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

★
特
別
徴
収
の
要
件
に
該
当
し
な
く
な
っ

た
世
帯
主
は
、
９
月
以
降
は
普
通
徴
収
と

な
り
ま
す
。

◎
税
率
等
は
、
課
税
限
度
額
の
み
を
改
正

し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
国
民
健
康
保
険

を
支
え
る
重
要
な
財
源
で
す
。
皆
さ
ん
が

病
気
や
ケ
ガ
を
さ
れ
た
と
き
の
医
療
費
を

は
じ
め
出
産
育
児
一
時
金
、
葬
祭
費
な
ど

に
使
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

保
険
税
は
、
納
付
期
限
内
に
納
め
ま
し

ょ
う
。

●
問
合
先　

市
民
窓
口
課
保
険
医
療
グ
ル

ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。

　

平
成
27
年
度
分
か
ら
、
所
得
の
少
な
い

人
に
対
す
る
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措

置
（
５
割
・
２
割
）
を
拡
大
し
ま
し
た
。

計
算
方
法
に
つ
い
て
は
、
下
表
の
と
お
り

で
す
。

　

な
お
、
該
当
す
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、

所
得
の
申
告
に
基
づ
い
て
算
定
を
し
て
い

ま
す
。

※
所
得
の
申
告
が
お
済
み
で
な
い
場
合

は
、
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　

市
民
窓
口
課
保
険
医
療
グ
ル

ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。
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国
民
健
康
保
険
税
の
納

付
書
を
送
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

措
置
を
拡
大
し
ま
し
た

●
市
政
の
窓
●

区　分 平成26年度
（改正前）

医療分

支援金分

介護分

課税限度額

51万円

14万円

12万円

改正なし

16万円

14万円

平成27年度
（改正後）

平成26年度分
軽減割合
7割
5割
2割

軽　減　と　な　る　基　準
総所得金額等の合算額が33万円以下の場合

総所得金額等の合算額が33万円＋（24万5千円×被保険者数）以下の場合
総所得金額等の合算額が33万円＋（45万円×被保険者数）以下の場合

平成27年度分から
軽減割合
7割
5割
2割

軽　減　と　な　る　基　準
総所得金額等の合算額が33万円以下の場合

総所得金額等の合算額が33万円＋（26万円×被保険者数）以下の場合
総所得金額等の合算額が33万円＋（47万円×被保険者数）以下の場合
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国
民
年
金
保
険
料
の
免

除
制
度

　

国
民
年
金
は
、
保
険
料
の
納
付
を
続
け

る
こ
と
で
、
年
を
と
っ
た
と
き
の
老
齢
基

礎
年
金
や
、
万
が
一
の
と
き
の
障
害
基
礎

年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
る
制

度
で
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
が
免
除
と
な
る
保
険
料
免
除
制

度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

★
過
去
２
年
以
内
の
未
納
期
間
に
つ
い
て

も
申
請
が
可
能
で
す
。

【
法
定
免
除
制
度
】

　

障
害
年
金
や
生
活
保
護
法
の
生
活
扶
助

を
受
給
し
て
い
る
人
な
ど
が
届
出
を
行
う

と
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
も
の
で
す
。

【
申
請
免
除
制
度
】

　

全
額
免
除
の
ほ
か
、
保
険
料
の
４
分
の

３
、
２
分
の
１
、
４
分
の
１
を
納
付
す
る

と
残
り
の
保
険
料
の
納
付
が
免
除
と
な
る

一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
が
あ
り
ま
す
。

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の

前
年
の
所
得
（
１
月
分
か
ら
６
月
分
の
保

険
料
免
除
に
つ
い
て
は
前
々
年
の
所
得
）

が
い
ず
れ
も
免
除
の
基
準
以
下
の
場
合
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
も
の

で
す
。
扶
養
し
て
い
る
親
族
の
人
数
な
ど

に
よ
っ
て
基
準
が
異
な
り
ま
す
。

※
平
成
27
年
７
月
か
ら
平
成
28
年
６
月
ま

で
の
申
請
免
除
は
、
７
月
１
日
か
ら
申
請

で
き
ま
す
。

【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
】

　

所
得
が
一
定
額
以
上
の
世
帯
主
と
同
居

し
て
い
る
た
め
に
、
申
請
免
除
の
対
象
と

な
ら
な
か
っ
た
30
歳
未
満
の
人
に
つ
い

て
、
本
人
（
配
偶
者
を
含
む
）
の
所
得
が

基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
も
の
で
す
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
】

　

大
学
・
短
期
大
学
・
各
種
学
校
な
ど
に

在
学
さ
れ
て
い
る
人
で
、
本
人
の
前
年
所

得
額
か
ら
各
種
控
除
後
の
金
額
が
１
１
８

万
円
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
も
の
で
す
。
対
象
学

校
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
学
生
納
付
特
例
制
度
に
該
当

す
る
人
は
、
申
請
免
除
制
度
を
申
請
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
保
険
料
の
追
納　

免
除
申
請
な
ど
が
承

認
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
保
険
料
を
追
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
な
お
、
３
年
度
目
以
降
に
納
め

る
場
合
に
は
、
経
過
年
数
に
応
じ
た
加
算

金
が
つ
き
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
め
に

納
め
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

追
納
し
な
く
て
も
、
免
除
な
ど
の
期
間

は
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に

含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
部
納
付
に
つ
い

て
は
、
納
付
部
分
の
支
払
い
を
し
な
い
と

未
納
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
承
認
期
間　
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
。

　

た
だ
し
、
法
定
免
除
は
免
除
理
由
が
終

了
す
る
ま
で
、
学
生
納
付
特
例
は
４
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
。

　

承
認
さ
れ
れ
ば
期
間
の
始
期
ま
で
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
失
業
や
災
害
な

ど
の
理
由
に
よ
る
と
き
は
、
そ
の
事
由
が

発
生
し
た
前
月
か
ら
承
認
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
承
認
期
間
が
終
わ
り
、
引
き
続

き
免
除
な
ど
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
再

度
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
７
月
か
ら
の
免
除
な
ど
が
継

続
審
査
と
な
っ
て
い
る
人
（
６
月
ま
で
の

免
除
承
認
通
知
に
継
続
審
査
と
さ
れ
て
い

る
人
）
に
つ
い
て
は
、
再
度
申
請
し
な
く

て
も
審
査
の
結
果
、
通
知
が
年
金
事
務
所

か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
待
ち
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
持
ち
物　

年
金
手
帳
、
印
鑑

　

失
業
を
理
由
と
し
て
申
請
す
る
場
合

は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は
離

職
票
の
写
し
な
ど
。

　

学
生
の
人
は
、
学
生
証
ま
た
は
在
学
証

明
書
。

　

免
除
を
希
望
す
る
期
間
の
年
度
の
１
月

１
日
に
岩
倉
市
で
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い

な
い
人
は
、
そ
の
年
度
の
課
税
証
明
書
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　

一
宮
年
金
事
務
所

（
☎
０
５
８
６
‐
４
５
‐
１
４
１
５
）
ま

た
は
、
市
民
窓
口
課
窓
口
グ
ル
ー
プ
年
金

担
当
（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。

●
市
政
の
窓
●

国民年金の保険料が免除（猶予）されると…

※一部納付の免除は、「納める保険料額」欄の金額を納付しないと未納となり、老齢基礎年金額への計
算に算入されません。

免除等の種類
全額免除

若年者納付猶予
学生納付特例

３/４免除
（１/４納付）
半額免除
（半額納付）
１/４免除
（３/４納付）

納める保険料額
0円

3,900円

7,800円

11,690円

0円
0円

免除される保険料額 老齢基礎年金額への計算
15,590円

　　　11,690円

　    7,790円

　    3,900円

猶予　　　 
猶予　　　 

免除期間は1/2で計算します。

免除期間は5/8で計算します。

免除期間は3/4で計算します。

免除期間は7/8で計算します。

猶予期間は年金額に反映されません。
猶予期間は年金額に反映されません。

か
ん
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
証
を
送
付
し
ま
す

「
岩
倉
市
地
域
産
業
活

性
化
支
援
事
業
」を
実

施
し
ま
す

情
報
公
開
制
度
と
個
人
情

報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
「
知
る
権

利
」
を
保
障
す
る
た
め
の
情
報
公
開
制
度

と
、
市
が
保
有
す
る
個
人
の
情
報
を
守
る

た
め
の
個
人
情
報
保
護
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

情
報
公
開
制
度
に
つ
い
て

　

情
報
公
開
制
度
は
、
皆
さ
ん
の
知
り
た

い
情
報
（
岩
倉
市
が
作
成
ま
た
は
取
得
し

た
公
文
書
）
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
政
へ
の
理
解
、
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
が
保
管
ま
た
は
管
理
し
て
い
る
文

書
・
帳
票
・
図
画
な
ど
の
情
報
に
つ
い

て
、
情
報
の
公
開
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
個
人
が
識
別
で
き
る
情
報
な

ど
、
公
開
で
き
な
い
情
報
も
あ
り
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度
に
つ
い
て

　

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
個
人
情
報
に

関
す
る
皆
さ
ん
の
権
利
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、
個
人
の
権
利
と
利
益
を
保

護
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
人
に
関
す
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
、

そ
の
情
報
の
開
示
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
開
示
さ
れ
た
情
報
に
誤
り
が
あ

る
場
合
や
、
適
切
な
取
り
扱
い
が
さ
れ
て

い
な
い
場
合
に
、
訂
正
請
求
や
利
用
停
止

請
求
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
請
求
窓
口　

市
役
所
３
階
行
政
課

●
手
続
き　

ご
自
分
の
情
報
の
請
求
に
は

本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
が

必
要
で
す
。

●
負
担
費
用

☆
閲
覧
…
無
料

☆
公
文
書
の
写
し
の
交
付
…
１
面
に
つ
き

10
円

☆
公
文
書
の
写
し
の
証
明
…
１
件
に
つ
き

２
０
０
円

☆
郵
送
の
場
合
…
郵
便
料
金
を
加
算

●
適
正
使
用　

公
開
ま
た
は
開
示
さ
れ
た

情
報
は
、
制
度
の
趣
旨
に
沿
っ
て
正
し
く

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
公
開
を
拒
否
さ
れ
た
場
合
な
ど
の
救
済

　

請
求
に
対
す
る
決
定
に
対
し
て
不
服
を

申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
制
度
運
用
状
況

●
情
報
公
開
制
度

☆
情
報
公
開
の
請
求
件
数
…
33
件

☆
情
報
公
開
の
可
否
の
件
数
…
全
部
公
開

８
件
、
一
部
非
公
開
21
件
、
非
公
開
４
件

●
個
人
情
報
保
護
制
度

☆
自
己
情
報
の
開
示
な
ど
の
請
求
件
数
…

開
示
請
求
41
件
、
訂
正
請
求
３
件

☆
開
示
の
可
否
の
件
数
…
全
部
開
示
20

件
、
一
部
開
示
９
件
、
不
開
示
12
件

☆
訂
正
の
可
否
の
件
数
…
不
訂
正
３
件

☆
不
服
申
し
立
て
の
件
数
…
４
件

●
問
合
先　

行
政
課
行
政
グ
ル
ー
プ
（
☎

３
８
‐
５
８
０
４
）
ま
で
。

　

８
月
１
日
㈯
か
ら
は
、
新
し
い
保
険
証

（
若
草
色
）
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
下
旬
に
簡
易

書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
古
い
保
険
証
は
裁
断
し
て
破
棄

し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

市
民
窓
口
課
保
険
医
療
グ
ル

ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。

　

市
で
は
、
平
成
26
年
度
に
緊
急
雇
用
創

出
事
業
を
活
用
し
て
、
市
内
事
業
所
に
ア

ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
な

が
ら
、
「
岩
倉
市
の
産
業
が
元
気
に
な
る

取
組
を
み
ん
な
で
考
え
る
会
議
」
を
開
催

し
、
情
報
共
有
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
平
成
27
年
度
も
引
き
続
き
、
商
工
会

と
連
携
し
て
事
業
者
に
よ
る
「
Ｉ
ｗ
ａ
ｋ

ｕ
ｒ
ａ
事
業
者
円
卓
会
議
」
を
開
催
し
な

が
ら
、
地
域
産
業
の
今
後
の
方
向
性
や
施

策
・
取
組
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き
ま

●
市
政
の
窓
●平成２７年度後期高齢者医療制度の保険料通知書を送付します

　平成２７年度の保険料を、平成２６年中の所得に基づき決定しました。
７月中旬に保険料通知書を送付します。保険料は納期内に納めましょう。
●問合先　市民窓口課保険医療グループ（☎３８－５８０７）まで。

（所得金額－33万円）
×所得割率9.00%

所得割額

被保険者1人あたり
45,761円

被保険者均等割額

＋ ＝ （限度額57万円）
＊100円未満切捨

保険料額
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す
。

　

ま
た
、
事
業
所
に
お
け
る
売
上
げ
ア
ッ

プ
、
販
路
開
拓
、
広
報
・
Ｐ
Ｒ
、
新
規
事

業
展
開
な
ど
経
営
上
の
い
ろ
い
ろ
な
課

題
、
悩
み
等
を
相
談
で
き
る
地
元
企
業
の

支
援
機
能
の
強
化
を
図
る
た
め
、
年
間
を

通
し
て
セ
ミ
ナ
ー
や
個
別
相
談
会
、
創
業

連
続
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
行
う
、
「
岩
倉
市

地
域
産
業
活
性
化
支
援
事
業
」
を
実
施
し

ま
す
。

　

そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
事
業
所
を

対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
そ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
ま

た
、
事
業
者
に
よ
る
「
Ｉ
ｗ
ａ
ｋ
ｕ
ｒ
ａ

事
業
者
円
卓
会
議
」
の
メ
ン
バ
ー
も
募
集

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

事
業
所
対
象
セ
ミ
ナ
ー

●
と
き　

８
月
５
日
㈬
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

●
と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研
修
室

１●
内
容　

富
士
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

f-B
iz

、
岡
崎
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ーO

K
a-B
iz

に
お
け
る
取
組
、
売
上

げ
ア
ッ
プ
の
事
例
紹
介
な
ど

●
講
師

小
出
宗
昭
さ
ん
（
富
士
市
産
業
支
援
セ
ン

タ
ーf-B
iz

セ
ン
タ
ー
長
、
内
閣
官
房
地

域
活
性
化
伝
道
師
、
経
済
産
業
省
中
小
企

業
政
策
審
議
会
中
小
企
業
経
営
支
援
分
科

会
委
員
、
株
式
会
社
イ
ド
ム
代
表
取
締

役
）

秋
元
祥
治
さ
ん
（
岡
崎
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ーO

K
a-B
iz

セ
ン
タ
ー
長
、

中
小
企
業
庁
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
事
業
全
国

本
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ボ
ー
ド
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ｇ‐

ｎ
ｅ
ｔ
代
表
理
事
）

●
募
集
定
員　

先
着
30
人

●
申
込
資
格　

市
内
で
事
業
を
営
ん
で
い

る
人

●
申
込
方
法　

①
事
業
所
名
②
事
業
所
住

所
③
参
加
希
望
者
全
員
の
氏
名
④
連
絡
先

電
話
番
号
を
お
電
話
に
て
お
伝
え
い
た
だ

く
か
、
メ
ー
ル
の
本
文
に
ご
記
入
い
た
だ

き
、
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
の
件

名
は
「
セ
ミ
ナ
ー
参
加
希
望
」
と
し
て
く

だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　

７
月
24
日
㈮

「
Ｉ
ｗ
ａ
ｋ
ｕ
ｒ
ａ
事
業
者
円
卓
会
議
」

●
概
要　

各
市
内
事
業
者
が
抱
え
る
課
題

な
ど
を
持
ち
寄
り
、
意
見
交
換
を
し
な
が

ら
、
情
報
共
有
を
図
り
、
地
域
産
業
の
今

後
の
方
向
性
や
施
策
、
取
組
に
つ
い
て
具

体
的
に
検
討
す
る
会
議
で
す
。

●
と
き　

８
月
〜
平
成
28
年
２
月
で
合
計

７
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
１
回　

８
月
27
日
㈭
午
後
７
時
〜

第
２
回　

９
月
17
日
㈭
午
後
７
時
〜

　

第
３
回
以
降
は
会
議
の
中
で
日
程
を
決

め
て
い
き
ま
す
。

●
と
こ
ろ

第
１
回　

市
役
所
７
階
大
会
議
室

第
２
回　

市
役
所
７
階
第
２
・
第
３
委
員

会
室

　

第
３
回
以
降
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

●
募
集
定
員　

10
〜
20
人
程
度

●
申
込
資
格　

市
内
で
事
業
を
営
ん
で
い

る
人
で
、
主
体
的
に
取
組
む
意
欲
の
あ
る

人※
８
月
５
日
㈬
の
事
業
者
対
象
セ
ミ
ナ
ー

を
聴
講
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
条
件
で

す
。

●
申
込
締
切　

７
月
24
日
㈮

●
申
込
方
法　

①
事
業
所
名
②
事
業
所
住

所
③
参
加
希
望
者
全
員
の
氏
名
④
連
絡
先

電
話
番
号
を
お
電
話
で
お
伝
え
い
た
だ
く

か
、
メ
ー
ル
の
本
文
に
ご
記
入
い
た
だ

き
、
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
の
件

名
は
「
円
卓
会
議
参
加
希
望
」
と
し
て
く

だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　

商
工
農
政
課
商
工
観

光
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
２
）
ま

で
。

E-m
ail:shokono@

city.iw
akura.lg

.jp　
　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
始
め
、
誰

も
が
気
軽
に
過
ご
せ
る
居
場
所
と
し
て
、

平
成
26
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ケ
ア
ド

カ
フ
ェ
”ひ
ろ
み
“
（
い
わ
く
ら
認
知
症

ケ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
主
催
）
が
、
こ
の

度
、
１
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ
に
伴

い
、
７
月
限
定
で
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
配

布
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
昭
和
の
雰
囲
気
を
感
じ

な
が
ら
、
心
地
よ
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ

ん
か
。

●
と
き　

毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
〜
４
時

（
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
配
布
は
７
月
の
み
）

●
と
こ
ろ　

石
仏
町
長
福
寺
１
９
５

●
参
加
費　

２
０

０
円
（
飲
み
物
・

お
や
つ
付
）

●
問
合
先　

長
寿

介
護
課
長
寿
福
祉

グ
ル
ー
プ
（
☎
３

８
‐
５
８
１
１
）

ま
で
。

ケ
ア
ド
カ
フ
ェ
”ひ
ろ
み
“

が
１
周
年
を
迎
え
ま
す

●
市
政
の
窓
●

こ   

い
で  

む
ね 

あ
き

あ
き 

も
と 

し
ょ
う 

じ

▲秋元祥治さん ▲小出宗昭さん



「
い
〜
わ
く
ん
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
」が
み
な
さ
ん

の
と
こ
ろ
へ
お
出
か
け

し
ま
す
！
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市
で
は
、
い
〜
わ
く
ん
を
「
岩
倉
市
Ｐ

Ｒ
大
使
」
に
任
命
し
、
い
〜
わ
く
ん
を
通

じ
た
観
光
情
報
の
発
信
を
行
っ
て
い
ま

す
。
い
〜
わ
く
ん
を
一
人
で
も
多
く
の
人

に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
親
し
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、
今
年
度
も
「
い
〜
わ
く
ん

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
を
結
成
し
、
市
内
の
各

地
区
や
学
校
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
福
祉

施
設
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
へ
訪
問
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
活
動
状
況
は
い
〜
わ
く
ん

Facebook

やT
w
itter

ペ
ー
ジ
で
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
い
た
だ

き
、
い
〜
わ
く
ん
と
お
友
だ
ち
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

◇
「
い
〜
わ
く
ん
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
の
訪

問
先
を
募
集
し
ま
す
！

●
訪
問
内
容　

握
手
会
、
写
真
撮
影
会
、

歌
と
ダ
ン
ス
（
い
わ
く
ら
だ
い
す
き
い
〜

わ
く
ん
）
、
盆
踊
り
（
み
ん
な
の
岩
倉
い

〜
わ
く
ん
）
の
披
露
な
ど

●
訪
問
時
間　

１
箇
所
に
つ
き
、
30
分
程

度●
訪
問
の
条
件　

①
特
定
の
政
治
、
思
想

若
し
く
は
宗
教
ま
た
は
営
利
活
動
の
イ
ベ

ン
ト
で
な
い
こ
と
。
②
人
の
目
に
触
れ
ず

着
脱
が
で
き
る
場
所
お
よ
び
駐
車
場
が
確

保
で
き
る
こ
と
。
③
ブ
ロ
グ
等
に
よ
る
活

動
状
況
の
発
信
を
了
承
い
た
だ
け
る
こ

と
。
詳
し
く
は
、
「
い
〜
わ
く
ん
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
」
訪
問
実
施
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
費
用　

無
料
（
た
だ
し
、
希
望
日
が
重

複
す
る
時
は
、
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
）

●
申
込
方
法　

所
定
の
訪
問
依
頼
書
を
商

工
農
政
課
へ
①
直
接
提
出
、
②
メ
ー
ル

（shokono@
city.iw

akura.lg.jp

）

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
訪
問
依
頼
書
及
び
訪
問
実
施
要
領　

市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
裏
表
紙
参

照
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く

か
、
商
工
農
政
課
に
設
置
し
て
あ
り
ま

す
。

◇
い
〜
わ
く
ん
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
が
完

成
し
ま
し
た
！

　

市
で
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
い
わ

く
ら
観
光
振
興
会
に
委
託
し
、
岩
倉
市
観

光
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
い
〜
わ
く
ん
の

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
を
発
売
し
ま
し
た
。

ス
タ
ン
プ
は
40
種
類
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

シ
ー
ン
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

岩
倉
市
と
い
〜
わ
く
ん
の
Ｐ
Ｒ
に
ぜ
ひ
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法
】

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
シ
ョ
ッ
プ
の
検
索

欄
に
、
「
岩
倉
市
」
と
ご
入
力
い
た
だ

き
、
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
時
に
は
、
50
コ

イ
ン
が
必
要
と
な
り
ま
す
。　

《
ス
タ
ン
プ
例
》

◇
い
〜
わ
く
んFacebook

とTw
itter

の
更
新
を
し
て
い
ま
す
！

　

「
岩
倉
市
Ｐ
Ｒ
大
使
」
い
〜
わ
く
ん
の

Facebook

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
い
〜
わ
く
ん
の
素
朴
な
つ
ぶ
や
き

や
、
マ
ル
秘
サ
ー
ビ
ス
シ
ョ
ッ
ト
、
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
の
活
動
な
ど
、
い
〜
わ
く
ん
盛

り
だ
く
さ
ん
で
お
届
け
し
ま
す
。

い
〜
わ
く
んFacebook

へ
の
ア
ク
セ
ス

は
こ
ち
ら

http://w
w
w
.facebook.com

/iiw
a

kunい
〜
わ
く
んT

w
itter

へ
の
ア
ク
セ
ス
は

こ
ち
ら

https://tw
itter.com

/iw
akuraiiw

akun

◇
岩
倉
を
再
発
見
！
「
い
〜
わ
い
わ
く
ら

観
光
な
び
」　

　

「
い
〜
わ　

い
わ
く
ら
観
光
な
び
」

は
、
３
つ
の
機
能
を
備
え
た
充
実
の
観
光

ガ
イ
ド
ア
プ
リ
。

　

A
ndroid

携
帯
、iPhone

のiO
S7

に

対
応
し
た
「
い
わ
く
ら
観
光
な
び
」
が
、

G
oogle Play

ス
ト
ア
、A

pp Store

に

そ
れ
ぞ
れ
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　

　

い
ま
す
ぐ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
い
〜

わ
く
ん
と
一
緒
に
岩
倉
市
の
魅
力
を
再
発

見
し
よ
う
！

●
市
政
の
窓
●
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下
水
道
整
備
区
域
の
皆

さ
ん
へ
下
水
道
受
益
者

負
担
金
の
納
付
書
を
送

付
し
ま
す

結
婚
50
周
年
、60
周
年
の

ご
夫
婦
を
お
祝
い
し
ま
す

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

祝
賀
会

ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
こ
ち
ら

A
ndroid

：G
oogle Play

ス
ト
ア
ま
た

は
、iO

S
：A

pp Store

で
「
い
わ
く
ら

観
光
な
び
」
と
検
索

●
問
合
先　

商
工
農
政
課
商
工
観
光
グ
ル

ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
２
）
ま
で
。

　

市
で
は
、
公
共
下
水
道
の
整
備
が
完
了

し
た
区
域
か
ら
、
毎
年
「
受
益
者
負
担
金

賦
課
区
域
」
を
定
め
「
受
益
者
負
担
金
」

を
賦
課
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
受
益
者
負
担
金
賦
課
区
域
の

受
益
者
（
土
地
の
所
有
者
ま
た
は
建
物
の

所
有
者
な
ど
）
の
皆
さ
ん
に
、
７
月
１
日

付
け
で
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。
内
容
を

お
確
か
め
の
う
え
、
納
期
限
ま
で
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
を
依
頼
さ
れ
た
人
に

は
、
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま

す
。

●
受
益
者
負
担
金
制
度　

受
益
者
負
担
金

制
度
は
、
下
水
道
の
建
設
費
す
べ
て
を
税

金
で
ま
か
な
う
の
で
は
な
く
、
下
水
道
整

備
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
人
（
受
益

者
）
に
も
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
制

度
で
す
。

●
対
象
と
な
る
土
地　

下
水
道
整
備
区
域

内
に
あ
る
土
地
は
、
す
べ
て
受
益
者
負
担

金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
宅
地
だ
け
で
な

く
、
空
き
地
や
駐
車
場
、
農
地
も
対
象
に

な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
農
地
に
つ
い
て
は
、
農
地
で

な
く
な
る
ま
で
徴
収
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

●
納
め
て
い
た
だ
く
人　

受
益
者
負
担
金

を
納
め
て
い
た
だ
く
人
（
受
益
者
）
は
、

受
益
者
負
担
金
賦
課
区
域
の
土
地
の
所
有

者
で
す
。

　

た
だ
し
、
そ
の
土
地
が
地
上
権
、
質

権
、
使
用
貸
借
ま
た
は
賃
貸
借
に
よ
る
権

利
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
権
利
者
が
受
益

者
と
な
り
ま
す
。

●
受
益
者
負
担
金
の
額　

受
益
者
負
担
金

賦
課
区
域
の
土
地
に
１
回
限
り
賦
課
す
る

も
の
で
、
一
平
方
㍍
当
た
り
４
５
０
円
に

定
め
て
い
ま
す
。

●
納
付
方
法　

負
担
金
額
を
５
年
に
分
割

し
、
さ
ら
に
１
年
を
４
回
に
分
け
て
合
計

20
回
で
納
め
る
「
分
割
納
付
」
と
、
第
一

期
の
納
期
に
全
額
ま
た
は
１
年
分
を
ま
と

め
て
納
め
る
「
一
括
納
付
」
が
あ
り
ま

す
。

　

第
一
期
納
期
限
の
７
月
31
日
ま
で
に
負

担
金
を
一
括
納
付
す
る
と
、
前
納
報
奨
金

制
度
に
よ
り
納
付
額
が
割
り
引
か
れ
ま
す

の
で
、
早
め
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
の
接
続
工
事
は
お
早
め
に

　

今
年
度
の
受
益
者
負
担
金
賦
課
区
域
で

は
、
す
で
に
下
水
道
が
使
用
で
き
ま
す
の

で
、
一
日
で
も
早
く
下
水
道
へ
の
接
続
工

事
（
排
水
設
備
工
事
）
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

工
事
は
、
岩
倉
市
下
水
道
排
水
設
備
指

定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

受
益
者
負
担
金
の
徴
収
猶
予
を
受
け
て
い

る
皆
さ
ん
へ

　

受
益
者
負
担
金
の
徴
収
が
猶
予
さ
れ
て

い
る
土
地
の
受
益
者
は
、
そ
の
土
地
が
農

地
で
な
く
な
っ
た
場
合
は
届
出
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
そ
の
土
地
の
受
益
者
を
売
買

な
ど
で
変
更
す
る
場
合
も
届
出
が
必
要
で

す
の
で
、
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
合
先　

上
下
水
道
課
下
水
道
グ
ル
ー

プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
５
）
ま
で
。

　　

市
で
は
、
結
婚
50
周
年
、
60
周
年
を
迎

え
ら
れ
る
ご
夫
婦
を
招
待
し
て
、
金
婚
・

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
祝
賀
会
を
開
き
ま
す
。

●
と
き　

11
月
14
日
㈯
午
前
10
時
〜

●
と
こ
ろ　

総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル

●
内
容　

式
典
（
祝
い
の
品
の
贈
呈
な

ど
）
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

●
対
象　

平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
、
結
婚
50
年
目
ま
た
は

60
年
目
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
。
ま
た

は
、
す
で
に
結
婚
50
年
ま
た
は
60
年
目
を

迎
え
て
い
る
が
、
（
都
合
で
）
今
ま
で
に

申
し
出
て
い
な
い
ご
夫
婦
。

　

た
だ
し
、
平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
祝

賀
会
が
行
わ
れ
る
日
ま
で
引
き
続
き
市
内

に
お
住
ま
い
の
こ
と
。

【
結
婚
50
年
目
（
金
婚
）
】
昭
和
41
年
１

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
婚
姻
の
届

出
を
し
て
い
る
夫
婦

【
結
婚
60
年
目
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
）
】

昭
和
31
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

に
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
る
夫
婦

●
申
込
方
法　

長
寿
介
護
課
に
あ
る
「
金

婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
迎
え
る
夫
婦
申

出
書
」
に
ご
夫
婦
の
戸
籍
謄
本
を
添
え
て

（
本
籍
が
市
内
の
場
合
は
不
要
。
）
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　

７
月
１
日
㈬
〜
８
月
14
日

㈮
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
申
込
・
問
合
先　

長
寿
介
護
課
長
寿
福

祉
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
１
）
ま

で
。

●
市
政
の
窓
●
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●
市
政
の
窓
●

　～１ｋＷｈの節電で資源収集袋をもらおう～
　東日本大震災後、市民の皆さんには節電にお取組みいただいているところですが、あらためて、市民の
皆さんに楽しく節電を行っていただくため、「節電でリサイクル運動」を実施します。前年同月の電気使
用量と比べて、１ｋＷｈ以上削減していただくと、市指定のプラスチック製容器包装資源収集袋（大）を
削減量に応じてプレゼントします。ぜひ、ご参加いただき、節電と同時に環境にやさしいリサイクルを行
いましょう。
〈熱中症にご注意ください〉
　適切な室温管理や水分補給などを行い、無理のない範囲で節電にご協力ください。

●実施月および削減量の確認方法
　平成２７年７月および８月に節電に取り組ん
でください。削減量は、中部電力株式会社から
発行される「電気ご使用量のお知らせ」から計
算してください（下図参照）。

●対象者および申請方法
　市内の同じ場所に１年以上在住している人が
対象（事業所は除く）です。中部電力株式会社
から発行される「電気ご使用量のお知らせ」と
市内在住を示す書類（免許証や郵便物など）を
環境保全課にお持ちください。

●プレゼントする袋の枚数
　前年同月比で１ｋＷｈの削減につき１枚プレゼン
ト（１カ月分の申請につき２０枚が上限）します。
※各月分ともに５，０００枚限定とし、なくなり次
第終了とします。
※小数点以下は切り捨てます。

●申請開始日
　７月分は８月１７日㈪から、８月分は９月１４日
㈪からそれぞれ受付を開始します。なお、両月分と
も１０月３０日㈮までの受付とします。

●実施月の確認方法
　左図①でご確認ください。なお、お
知らせの月は実施月の１カ月後ですの
でご注意ください。
①に「平成２７年８月分」と記載
　→７月分として受け付けます。
①に「平成２７年９月分」と記載
　→８月分として受け付けます。
※上記以外の月は受け付けません。

●電気の削減量の計算方法
　上図②が今年度の使用量、③が前年度の使用量になります。③から②を引いた値が１ｋWh以上の人が
対象となります。
※オール電化の場合は、デイタイム、ホームタイム、ナイトタイムの和を使用量としてください。
●問合先　環境保全課環境グループ（☎３８－５８０８）まで。

節電でリサイクル運動

ご持参いただく「電気ご使用量のお知らせ」の見方

①

②

③
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●とき　７月１７日（金）午前９時　市役所東玄関集合、正午　解散

●コース　

※なお、当日の都合で解散時間が変更になる場合があります。
●対象者　市内に在住・在勤または、在学している人
●参加費　無料
●募集人数　２０人
●その他　見学終了後にアンケートを実施します。
●申込・問合先　７月１５日（水）までに、総務部協働推進課広報情報グループ(☎３８－５
８０２)へ申込んでください（電話可）。なお、申込みは平日の午前８時３０分から午後５時
１５分までです（先着順）。

材料（２人分）
トマト　中１個
アスパラガス　２本
卵　１個
ごま油　大さじ1
塩　少々
こしょう　少々

☆「季節の野菜料理 プラス１品集」は岩倉市食生活改善推進員が作成したもので、保健センターで
配布しています。    
●問合先　健康課健康支援グループ（保健センター内☎３７－３５１１）

第１回公共施設見学「ぐるっと岩倉＋α」を実施します

『季節の野菜料理 プラス１品』
簡単! ! 旬の美味しい野菜レシピ（夏の野菜編）

料理名〈〈トマトの卵炒め〉〉

（作り方） ＊1人分の野菜の分量（８５ｇ）
①トマトはくし形に切り、アスパラガスは２～３㎝の長さの
薄い斜め切りにします。
②卵を割り、ほぐしておきます。
③フライパンにごま油を熱し、①のトマト・アスパラガスを
さっと炒めます。
④③の中に溶き卵を流し入れ軽く混ぜ、塩・こしょうで、味
つけしたら出来上がりです。
 
…メモ…
とにかく簡単、温かいトマトもおいしい！
真っ赤なトマトは栄養がいっぱいです。
特に注目されているのが、抗酸化作用のあるリコピンです。
生活習慣病予防や老化抑制にも効果があるようです。

●
市
政
の
窓
●

市役所　→　小牧岩倉エコルセンター　→　市役所

小牧岩倉エコルセンター
小牧市大字野口2881番地9 新しくなったごみ処理施設を見学しよう！
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市
役
所
な
ど
に
自
動
体
外

式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）を

設
置
し
て
い
ま
す

図
書
館
の
夏
休
み
期
間
中

の
臨
時
開
館
に
つ
い
て

　

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

は
、
突
然
死
を
引
き
起
こ
す
心
室
細
動
を

電
気
シ
ョ
ッ
ク
で
治
療
す
る
機
器
で
す
。

　

医
師
な
ど
医
療
関
係
者
だ
け
で
な
く
、

平
成
16
年
７
月
か
ら
は
市
民
に
よ
る
使
用

も
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
愛
知
県
で

も
公
立
高
校
や
中
部
国
際
空
港
な
ど
設
置

が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
愛
・
地
球
博
（
愛
知
万
博
）

で
は
４
件
の
救
命
例
が
あ
り
、
効
果
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
倉
市
で
も
、
こ
の
自
動
体
外
式
除
細

動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
、
市
内
23
施
設
に
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

病
院
外
で
の
突
然
死
か
ら
、
大
切
な
人

の
命
を
救
う
た
め
に
い
ざ
と
い
う
時
に
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
の
取
り
扱
い
は
、
電
源
を
入
れ
る
こ

と
に
よ
り
始
ま
る
音
声
ガ
イ
ド
に
従
っ
て

操
作
を
す
る
簡
単
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
消
防
署
で
は
毎
月
９
日
に
こ
の

取
り
扱
い
方
法
を
含
め
た
講
習
会
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
各
種
団
体
等
に
よ
る
講
習
に

つ
い
て
も
相
談
に
よ
り
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
気
軽
に
電
話
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。

●
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を

設
置
し
た
施
設　

市
役
所
、
保
健
セ
ン
タ

ー
、
市
民
プ
ラ
ザ
、
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
市
内
中
学

校
（
２
校
）
、
市
内
小
学
校
（
５
校
）
、

図
書
館
、
さ
く
ら
の
家
、
南
部
老
人
憩
の

家
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
下
寺
保
育

園
、
中
部
保
育
園
、
第
一
児
童
館
、
第
三

児
童
館
、
第
四
児
童
館
、
第
五
児
童
館
、

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
問
合
先　

消
防
署
（
☎
３
７
‐
５
３
３

３
）
ま
で
。

　

図
書
館
は
、
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
と
月
末
の
日
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

が
休
館
日
で
す
が
、
学
校
の
夏
休
み
期
間

中
に
限
り
、
月
曜
日
の
休
館
日
も
臨
時
に

開
館
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

開
館
時
間
は
通
常
通
り
午
前
９
時
30
分

か
ら
午
後
７
時
ま
で
で
す
。

●
問
合
先　

生
涯
学
習
課
図
書
館
グ
ル
ー

プ
（
☎
３
７
‐
６
８
０
４
）
ま
で
。

●
市
政
の
窓
●

み
ん
な
知
っ
て
る
？

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

ぼ
く
の
ス
タ
ン
プ
が

配
信
さ
れ
て
る
ん
だ
よ
〜

家
族
に　

友
人
に

大
好
き
な
あ
の
人
に…

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な

ぼ
く
の
ス
タ
ン
プ
を

送
っ
て
み
て
ね
！

い
〜
わ
く
ん
は

だ
れ
に
お
く
る
の
〜
？

ぼ
く
ま
だ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

や
っ
て
な
か
っ
た
イ
ワ
〜（
泣
）

あ…

ご
め
ん

　広報いわくら６月１５日号表紙で
「第３１回五条川小学校区スポーツ
デー」とあるのは「第３１回五条川
小学校区親子スポーツデー」の誤り
でした。
　謹んでお詫びし、訂正させていた
だきます。
●問合先　協働推進課広報情報グル
ープ（☎３７－５８０２）まで。

お詫びと訂正



平成27年7月1日15

　

今
回
は
脳
梗
塞
と
関
係
す
る
心
房
細
動

と
い
う
不
整
脈
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

心
房
細
動
は
年
齢
と
と
も
に
増
加
し
て

い
く
病
気
で
す
。
２
０
０
５
年
に
お
け
る

患
者
数
は
約
71
万
人
（
人
口
の
０
・
56

㌫
）
で
し
た
が
、
２
０
５
０
年
に
は
１
０

３
万
人
（
人
口
の
１
・
09
㌫
）
に
達
す
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
実
に
70

代
の
３
・
４
㌫
、
80
代
の
４
・
４
㌫
が
心

房
細
動
に
罹
患
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

心
房
細
動
は
心
房
と
い
う
心
臓
の
上
側

に
あ
る
２
つ
の
部
屋
が
細
か
く
震
え
て
し

ま
っ
て
収
縮
で
き
な
く
な
る
た
め
に
心
房

内
に
血
栓
と
い
う
血
の
塊
が
で
き
て
し
ま

い
、
そ
れ
が
血
流
に
の
っ
て
心
臓
の
外
へ

流
れ
て
い
き
小
さ
な
血
管
に
詰
ま
っ
て
病

気
を
起
こ
し
ま
す
。
頭
の
中
で
詰
ま
る
と

脳
梗
塞
と
な
り
、
言
葉
が
し
ゃ
べ
れ
な
く

な
っ
た
り
、
半
身
麻
痺
に
な
っ
た
り
と
比

較
的
大
き
な
障
害
を
起
こ
し
ま
す
。

　

最
近
は
芸
能
人
が
こ
の
不
整
脈
で
脳
梗

塞
に
な
ら
れ
た
人
が
何
人
か
い
て
社
会
的

に
も
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
が
決
し
て
稀
な
病
気
で
は
な
く
適

切
な
治
療
が
必
要
な
病
気
で
す
。

　

症
状
は
無
症
状
の
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
動
悸
、
脈
の
乱
れ
、
胸
痛
、
息
切

れ
、
失
神
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た

時
々
心
房
細
動
に
な
る
が
自
然
に
治
っ
て

し
ま
う
発
作
性
心
房
細
動
と
、
心
房
細
動

の
ま
ま
で
ず
っ
と
治
ら
な
い
慢
性
心
房
細

動
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
で
あ
っ
て
も

脳
梗
塞
の
発
症
頻
度
に
差
が
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

心
房
細
動
の
発
作
が
起
こ
る
と
通
常
は

心
拍
数
が
１
分
間
に
１
０
０
回
以
上
の
頻

脈
と
な
り
場
合
に
よ
っ
て
は
心
不
全
に
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
治
療
は
心
拍
数
を
ゆ

っ
く
り
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
と
、

血
栓
を
予
防
す
る
抗
凝
固
薬
と
い
う
血
液

を
固
ま
り
に
く
く
す
る
薬
を
内
服
す
る
こ

と
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
ど
の
よ
う
な
背
景
の
心
房
細
動
の

人
が
脳
梗
塞
に
な
り
や
す
い
の
で
し
ょ
う

か
？　

心
房
細
動
に
よ
る
脳
梗
塞
の
危
険

因
子
と
し
て
、
心
不
全
、
高
血
圧
、
年
齢

（
75
歳
以
上
）
、
糖
尿
病
、
脳
卒
中
の
既

往
が
挙
げ
ら
れ
、
現
在
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
こ
れ
ら
の
危
険
因
子
が
１
つ
以
上
あ

れ
ば
抗
凝
固
薬
に
よ
る
脳
梗
塞
の
予
防
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
ワ
ル
フ
ァ
リ
ン
と
い
う
薬

が
心
房
細
動
の
脳
梗
塞
予
防
薬
と
し
て
長

ら
く
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
効
果
に

個
人
差
が
あ
っ
て
内
服
量
が
人
に
よ
っ
て

違
う
、
他
の
薬
と
の
相
互
作
用
で
薬
の
効

果
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
、
食
べ
物
の
影
響

を
受
け
て
効
果
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
、
薬
の
効
果
を
定
期
的
に
血
液

検
査
で
確
認
し
て
用
量
調
節
す
る
必
要
が

あ
る
な
ど
の
煩
雑
さ
、
問
題
点
が
あ
り
ま

し
た
。
数
年
前
か
ら
こ
の
ワ
ル
フ
ァ
リ
ン

に
替
わ
る
薬
が
登
場
し
こ
れ
ま
で
に
４
種

類
が
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ル
フ
ァ
リ

ン
と
同
等
の
脳
梗
塞
予
防
効
果
を
持
ち
、

上
に
挙
げ
た
よ
う
な
煩
雑
な
問
題
点
を
持

た
な
い
点
で
広
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

心
房
細
動
に
よ
る
脳
梗
塞
は
大
き
く
そ

の
後
の
人
生
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の

影
響
力
が
あ
り
ま
す
。
動
悸
や
脈
の
乱
れ

を
感
じ
た
ら
放
置
せ
ず
医
療
機
関
で
相
談

さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

健　康

講　座

見
過
ご
し
て
は
い
け
な
い
不
整
脈

　
　
　
　
　
　
　
　

心
房
細
動
と
脳
梗
塞

岩
倉
市
医
師
会　
　

村
瀬　

洋
介



暮らしのガイド

催し●
み
ど
り
の
家
の
催
し

◎
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　

５
年
前
の
10
月
に
、
み
ど
り

の
家
〜
ひ
と
り
一
曲
ラ
イ
ブ
で

デ
ビ
ュ
ー
し
た
「
お
や
じ
三
人

バ
ン
ド
」が
、
紅
一
点
を
加
え
、

『
Ｓ
Ａ
Ｙ
，Ｓ（
サ
イ
ッ
ズ
）』
と

し
て
出
演
し
ま
す
♪　

ジ
ャ

ズ
、
ロ
ッ
ク
の
バ
ン
ド
合
奏

に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
歌
曲
、
日

本
の
曲
も
入
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
ま
し
た
。ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
♪　

入
場
無
料

▼
と
き　

７
月
12
日
㈰
午
後
２

時
〜

▼
と
こ
ろ　

み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル　
　

▼
出
演　

Ｓ
Ａ
Ｙ
，
Ｓ
合
奏
団

▼
曲
目　

「
我
が
心
の
ジ
ョ
ー

ジ
ア
」「
フ
ラ
イ　

ミ
ー　

ト
ゥ

ザ　

ム
ー
ン
」
「
ひ
こ
う
き

雲
」
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
歌
曲
集

「
冬
の
旅
」
か
ら　

他

　
　◎

ふ
れ
あ
い
交
流
会
〜
み
ん
な

で
「
よ
さ
こ
い
体
験
会
」

　

み
ど
り
の
家
で
は
、
多
世
代

間
の
交
流
を
目
的
と
し
て
、
ふ

れ
あ
い
交
流
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
鳴
子
踊
り
チ
ー
ム

『
志
響
』
の
協
力
で
、
よ
さ
こ

い
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。
元

気
い
っ
ぱ
い
の
演
舞
披
露
も
あ

り
ま
す
。

　

幼
児
か
ら
年
配
の
人
ま
で
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
こ
ぞ
っ
て
お
集
ま
り
く
だ

さ
い
。
入
場
無
料

▼
と
き　

７
月
19
日
㈰
午
後
２

時
〜

▼
と
こ
ろ　

み
ど
り
の
家
「
ふ

れ
あ
い
交
流
ホ
ー
ル
」

▼
定
員　

50
人
程
度

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
先　

地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
‐
６

７
０
０
）

大
雨
か
ら
守
ろ
う
大
切
な
町

●
総
合
治
水
推
進
ビ
ジ
ュ

ア
ル
ボ
ー
ド
フ
ェ
ア

　

総
合
治
水
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

図
や
写
真
を
用
い
た
パ
ネ
ル
の

展
示
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

7
月
17
日
㈮
〜
23
日

㈭
（
7
月
20
日
㈪
(祝)
除
く
。）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
２
階
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
総
合
治
水
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

総
合
治
水
に
関
す
る
情
報
は
、

新
川
・
境
川
流
域
総
合
治
水
対

策
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.sougo-ch

isui.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

維
持
管
理
課
管
理

グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１

３
）岩

倉
市
地
域
福
祉
計
画
推
進

事
業

●
☆
み
ん
な　

あ
つ
ま
れ
☆

〜
公
園
で
楽
し
く
遊
び

ま
せ
ん
か
〜

　

地
域
福
祉
計
画
推
進
事
業
の

一
環
と
し
て
、
公
園
で
子
ど
も

た
ち
に
楽
し
く
遊
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
、
車
輪
こ
ろ
が
し
や
竹

馬
な
ど
の
遊
具
を
使
っ
た
遊
び

を
企
画
し
ま
し
た
。

　

外
で
遊
ぶ
機
会
が
少
な
く
な

っ
た
こ
の
頃
、
も
っ
と
公
園
を

楽
し
む
場
所
と
し
て
、
親
子
一

緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

７
月
18
日
㈯
午
前
９

時
〜
10
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

睦
公
園
（
新
柳
町

二
丁
目
46
）

▼
参
加
対
象　

小
学
生
と
そ
の
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し
き
ょ
う



参
加
さ
れ
る
場
合
は
保
護
者
同

伴
で
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

※
雨
天
の
場
合
…
午
後
５
時
30

分
時
点
で
降
雨
に
よ
り
活
動

を
行
う
こ
と
が
難
し
い
と
判
断

し
た
と
き
は
中
止
と
し
ま
す
。

　

中
止
の
確
認
に
つ
き
ま
し
て

は
、
岩
倉
市
ほ
っ
と
情
報
メ
ー

ル
に
よ
る
お
知
ら
せ
の
ほ
か
、

午
後
５
時
30
分
以
降
に
自
然
生

態
園
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

環
境
保
全
課
環
境

グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０

８
） 

※
当
日
の
問
合
先　

自
然
生
態

園
（
☎
６
６
‐
６
７
０
１
）

保
護
者

▼
持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
み　

不
要

▼
そ
の
他　

雨
天
の
場
合
は
中

止
し
ま
す
。
駐
車
場
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
お
車
で
の
お
越
し

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
主
催　

岩
倉
市
地
域
福
祉
計

画
・
い
わ
く
ら
福
祉
市
民
会
議

▼
問
合
先　

福
祉
課
障
が
い
福

祉
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８

０
９
）
ま
た
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
３
７
‐
３
１
３
５
）

●
あ
ゆ
み
の
家　

講
演
会

 

あ
ゆ
み
の
家
で
は
、
心
身
の

発
達
に
遅
れ
や
つ
ま
ず
き
の
あ

る
子
ど
も
の
育
児
に
関
心
の
あ

る
人
を
対
象
に
講
演
会
を
行
い

ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

▼
と
き　

７
月
18
日
㈯
午
前
10

時
〜
11
時
45
分

▼
と
こ
ろ　

く
す
の
き
の
家

▼
テ
ー
マ　

気
に
な
る
子
の

「
成
人
期
を
見
す
え
て
の
支

援
」

▼
講
師　

田
代
波
広
さ
ん
（
尾

張
北
部
障
害
者
就
業
・
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
よ
う
わ
セ
ン
タ
ー

長
）

▼
問
合
先　

あ
ゆ
み
の
家
（
☎

６
６
‐
５
９
０
１
）

●
自
然
生
態
園
で
ザ
リ
ガ

ニ
釣
り
大
会
と
夜
の
観

察
会
を
行
い
ま
す

◎
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
大
会

　

自
然
生
態
園
の
ト
ン
ボ
池
で

ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
大
会
を
行
い
ま

す
。

▼
と
き　

７
月
18
日
㈯
午
前
10

時
〜
11
時
30
分
（
小
雨
決
行
）

▼
と
こ
ろ　

自
然
生
態
園
（
北

島
町
）

▼
内
容　

午
前
10
時
か
ら
11
時

ま
で
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
を
し
、
一

番
大
き
い
も
の
の
重
量
で
順
位

を
決
め
ま
す
。
上
位
３
人
に
は

賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
な
お
、

参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

▼
対
象　

小
学
生
以
下
の
子
ど

も
（
定
員
30
人
）※
保
護
者
同

伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

環
境
保
全
課

（
☎
３
８
‐
５
８
０
８
）
へ
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
釣
り
竿
や
え
さ
、
バ
ケ
ツ
等

は
、
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い

（
リ
ー
ル
、
テ
グ
ス
糸
は
禁
止

し
ま
す
）
。

※
雨
天
の
場
合
…
午
前
８
時
30

分
時
点
で
降
雨
に
よ
り
活
動

を
行
う
こ
と
が
難
し
い
と
判
断

し
た
と
き
は
中
止
と
し
ま
す
。

　

中
止
の
確
認
に
つ
き
ま
し
て

は
、
岩
倉
市
ほ
っ
と
情
報
メ
ー

ル
に
よ
る
お
知
ら
せ
の
ほ
か
、

午
前
８
時
30
分
以
降
に
自
然
生

態
園
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
夜
の
観
察
会

　

自
然
生
態
園
で
「
夜
の
観
察

会
」
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
25
日
㈯
午
後
７

時
〜
８
時
（
小
雨
決
行
）

▼
と
こ
ろ　

自
然
生
態
園
（
北

島
町
）

▼
内
容　

カ
ラ
ス
ウ
リ
の
開
花

や
夜
行
性
の
昆
虫
、
そ
し
て
せ

み
の
羽
化
な
ど
を
観
察
し
ま
す
。

普
段
あ
ま
り
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
動
植
物
の
珍
し
い
様
子
を

観
察
で
き
ま
す
。

※
状
況
に
よ
り
観
察
す
る
生
物

は
変
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象　

ど
な
た
で
も
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。
た
だ
し
、
小

学
校
３
年
生
以
下
の
子
ど
も
が
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市民スペース情報

●生涯学習センターギャラリー
【岩倉市生涯学習講座　江戸の伝統を紡ぐ「連鶴」
講座・作品展】

▼とき　７月１６日（木）午前９時～２２日（水）
午後３時

▼問合先　生涯学習センター（☎３８‐０１００）

【岩倉ぴんぼけ会・作品展】

▼とき　７月２６日（日）午後５時～８月１日（土）
正午

▼問合先　田中（☎６６‐２９９２）

●市民スペースに関する問合先　生涯学習課生涯学
習グループ（☎３８‐５８１９）

た 

し
ろ 

な
み
ひ
ろ



募集

●
あ
つ
ま
れ
ち
び
っ
こ　

in
い
わ
く
ら

　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
就
学
前
の
子

ど
も
た
ち
の
皆
さ
ん
、
親
子
で

楽
し
い
半
日
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。
親
子
遊
び
、
ミ
ニ
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
、
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
な
ど

楽
し
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

い
〜
わ
く
ん
も
来
る
よ
！

▼
と
き　

７
月
25
日
㈯
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
・
親
子

リ
ズ
ム
室
・
卓
球
室
・
ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル

※
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
当
日
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
先　

子
育
て
支
援
課
児

童
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８

１
０
）

●
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
講
演
会

　

７
月
は
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
強

化
月
間
で
す
。
江
南
保
護
区
保

護
司
会
で
は
、
街
頭
活
動
や
広

報
車
に
よ
る
啓
発
の
ほ
か
、
Ｐ

ａ
ｉ
ｘ
²
の
お
２
人
を
お
迎
え

し
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
26
日
㈰
午
後
１

時
45
分
〜
３
時
30
分
（
開
場

午
後
１
時
30
分
）

▼
と
こ
ろ　

総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
演
題　

Ｐ
ａ
ｉ
ｘ
²　

ト
ー

ク
＆
ラ
イ
ブ

【
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
】
…
Ｐ
ａ
ｉ
ｘ
²
（
ぺ
ぺ
）

は
フ
ラ
ン
ス
語
で
平
和
を
意
味

し
ま
す
。
二
人
組
な
の
で
、
Ｐ

ａ
ｉ
ｘ
を
二
乗
し
て
（
ぺ
ぺ
）

と
呼
び
ま
す
。
刑
務
所
や
少
年

院
な
ど
の
矯
正
施
設
で
行
う
慰

問
活
動
を
精
力
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
活
動
の
特
徴
か

ら
「
受
刑
者
の
ア
イ
ド
ル
」
の

愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

▼
入
場
料　

無
料

▼
主
催　

江
南
保
護
区
保
護
司

会▼
後
援　

岩
倉
市
更
生
保
護
女

性
会
ほ
か

▼
問
合
先　

江
南
保
護
区
保
護

司
会
事
務
局
（
江
南
市
役
所
福

祉
課
☎
５
４
‐
１
１
１
１
、
内

線
２
５
５
）

希
望
の
家

●「
わ
く
わ
く
体
験
教
室
」

を
開
催
し
ま
す

　

独
立
行
政
法
人
国
立
青
少
年

教
育
振
興
機
構
「
子
ど
も
ゆ
め

基
金
助
成
活
動
」

◎
「
こ
れ
で
き
み
も
喫
茶
店
マ

ス
タ
ー
」

　

コ
ー
ヒ
ー
の
焙
煎
（
ば
い
せ

ん
）
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
カ

フ
ェ
オ
レ
を
作
る
予
定
で
す
。

簡
単
な
お
菓
子
作
り
も
行
い
ま

す
。

▼
と
き　

7
月
28
日
㈫
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▼
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▼
対
象　

小
学
生

▼
参
加
費　

５
０
０
円

▼
持
ち
物　

弁
当
（
お
腹
の
負

担
に
な
ら
な
い
程
度
）
・
水
筒

▼
申
込
・
問
合
先　

電
話
で
希

望
の
家
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
☎
３
７
‐
４
１
９
１
）

●
岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
第
15
回
定
期

演
奏
会

　

15
回
目
と
な
る
今
回
の
演

奏
会
は
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の

「
ス
ラ
ヴ
行
進
曲
」
や
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
の
楽
曲
を
演
奏
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

９
月
６
日
㈰
開
場
…

午
後
１
時
30
分
、
開
演
…
午

後
２
時
、
終
演
予
定
…
午
後
４

時▼
と
こ
ろ　

総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
指
揮　

古
谷
誠
一

▼
ホ
ル
ン　

高
橋
由
佳

▼
演
奏　

岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ

▼
曲
目　

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

／
「
ス
ラ
ヴ
行
進
曲
」・「
く

る
み
割
り
人
形
」
組
曲
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
／
ホ
ル
ン
協
奏
曲

N
o.1

、
ビ
ゼ
ー
／
「
カ
ル
メ

ン
」
組
曲
よ
り　

ほ
か

▼
入
場
料　

５
０
０
円
（
全
自

由
席
）

※
３
歳
以
下
は
入
場
で
き
ま
せ

ん
。

▼
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日　

７
月
７

日
㈫

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所　

総
合

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
、
図
書

館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
市

役
所
１
階
観
光
情
報
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
（
情
報
サ
ロ
ン
）

▼
主
催　

岩
倉
市
、
岩
倉
市
教

育
委
員
会

▼
問
合
先　

生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５

８
１
９
）

●
初
心
者
卓
球
教
室
参
加

者

　

岩
倉
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

で
は
、
次
の
と
お
り
初
心
者
卓

球
教
室
を
開
き
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
２
日
㈰
か
ら
12

月
20
日
㈰
ま
で
の
毎
週
日
曜

日
午
前
９
時
か
ら
午
前
10
時

30
分

▼
と
こ
ろ　

岩
倉
東
小
学
校
体

育
館
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こ
た
に
せ
い
い
ち

た
か
は
し　
ゆ　

か



▼
対
象　

小
学
生
、
中
学
生
の

男
女

▼
参
加
料　

無
料

▼
持
ち
物　

タ
オ
ル
・
シ
ュ
ー

ズ
・
ラ
ケ
ッ
ト
・
水
筒

▼
申
込
日
時　

会
場
で
受
付

▼
問
合
先　

岩
倉
卓
球
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団　

北
上
（
☎
３
７
‐

６
１
２
６
）

●
や
ぐ
ら
の
上
で
盆
お
ど

り
を
踊
っ
て
み
ま
せ
ん

か
！

　

８
月
21
日
㈮
・
22
日
㈯
（
予

備
日
23
日
㈰
）
に
開
催
さ
れ
る

い
わ
く
ら
夏
ま
つ
り
市
民
盆
お

ど
り
で
、
や
ぐ
ら
の
ス
テ
ー
ジ

で
踊
ら
れ
る
団
体
を
募
集
し
ま

す
。
希
望
団
体
で
、
日
に
ち
、

時
間
、
曲
目
の
抽
選
を
行
い
ま

す
の
で
日
時
等
を
複
数
ご
用
意

の
う
え
、
抽
選
会
場
に
直
接
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
希
望
団
体
応
募
多
数

の
場
合
は
、
合
同
に
な
っ
た

り
、
踊
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ

い
。

▼
抽
選
日
時　

７
月
13
日
㈪
午

後
１
時
30
分
〜
（
時
間
厳
守
）

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
７
階
大
会

議
室

▼
資
格　
あ
る
程
度
の
人
数
で
、

や
ぐ
ら
の
上
で
踊
れ
る
団
体

▼
候
補
曲　

岩
倉
が
好
き
で

す
、
岩
倉
音
頭
、
み
ん
な
の
岩

倉
い
〜
わ
く
ん
、
ダ
ン
シ
ン
グ

ヒ
ー
ロ
ー
、
相
馬
盆
唄
、
炭
坑

節
、
郡
上
節
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
音

頭
な
ど

▼
問
合
先　

商
工
農
政
課
商
工

観
光
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５

８
１
２
）

●
平
成
27
年
度
母
子
家
庭

等
就
業
支
援
講
習
会
の

受
講
者

　

母
子
家
庭
の
母
等
が
、
就
職

に
結
び
つ
く
可
能
性
の
高
い
技

能
・
資
格
を
習
得
す
る
た
め
の

講
習
会
の
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
。

▼
対
象
者　

愛
知
県
内
に
お
住

ま
い
の
母
子
家
庭
の
母
、
父
子

家
庭
の
父
お
よ
び
寡
婦
の
人
で

就
業
意
欲
が
あ
り
、
講
習
の
全

日
程
に
出
席
で
き
る
人
（
講
習

内
容
に
よ
り
条
件
が
あ
り
ま

す
。
）

▼
受
講
期
間　

10
月
か
ら
平
成

28
年
３
月
の
間
で
５
日
間
か
ら

20
日
間
（
講
習
内
容
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。
）

▼
講
習
内
容
（
か
っ
こ
内
は
講

習
場
所
）

・
パ
ソ
コ
ン
講
習
初
級（
岡
崎
）

・
パ
ソ
コ
ン
講
習
お
仕
事
応
用

（
豊
橋
）

・
介
護
職
員
初
任
者
研
修
（
金

山
）

・
登
録
販
売
者
講
習
（
名
古
屋

駅
）

※
右
記
の
４
講
座
は
父
子
家
庭

の
父
も
受
講
で
き
ま
す
。

・
パ
ソ
コ
ン
講
習
中
級（
金
山
）

・
調
剤
薬
局
事
務
講
習
（
名
古

屋
駅
）

・
経
理
事
務
講
習（
名
古
屋
駅
）

・
介
護
職
員
初
任
者
研
修
（
名

古
屋
駅
・
知
立
）　
　
　
　

▼
受
講
料　

原
則
と
し
て
無
料

で
す
。
た
だ
し
、
教
材
費
、
交

通
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。

▼
募
集
期
間　

7
月
31
日
㈮
〜

８
月
21
日
㈮

▼
申
込
先　

子
育
て
支
援
課
児

童
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８

１
０
）

※
詳
し
い
募
集
要
領
に
つ
い

て
、
事
前
に
左
記
の
問
合
先
に

ご
照
会
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

愛
知
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
（
☎
０
５
２
‐
９

１
５
‐
８
８
６
２
）

●
平
和
に
関
す
る
ポ
ス
タ

ー

　

今
年
は
、
戦
後
70
年
お
よ
び

岩
倉
市
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市

宣
言
か
ら
20
年
を
迎
え
る
節
目

の
年
で
す
。
平
和
の
尊
さ
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
考
え
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
平
和
に
関
す
る
ポ

ス
タ
ー
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
ま

た
は
在
学
・
在
勤
の
人

▼
用
紙　

四
つ
切
り
サ
イ
ズ
の

画
用
紙
に
平
和
に
関
す
る
内
容

を
自
由
に
表
現
し
て
く
だ
さ

い
。
縦
描
き
、
横
描
き
は
自
由

で
す
。

▼
応
募
方
法　

応
募
作
品
の
裏

面
に
必
要
事
項
を
記
入
し
た
応

募
用
紙
を
貼
付
し
て
秘
書
企
画

課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
※
応

募
用
紙
は
市
役
所
５
階
秘
書
企

画
課
で
お
渡
し
す
る
ほ
か
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス

裏
表
紙
参
照
）
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

７
月
１
日
㈬
〜

８
月
31
日
㈪　

※
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
。

▼
展
示
・
表
彰　

11
月
８
日
㈰

総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
（
市

民
ふ
れ
愛
ま
つ
り
会
場
）
で
作

品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。
な

お
、
優
秀
な
作
品
は
、
記
念
品

を
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
注
意
事
項　

⑴
作
品
の
諸
権
利
は
岩
倉
市
に

帰
属
し
ま
す
。

⑵
お
預
か
り
し
た
個
人
情
報
に

つ
い
て
は
、
審
査
・
入
選
者
の

発
表
を
利
用
目
的
と
し
、
応
募

者
の
同
意
な
し
に
第
三
者
に
開

示
・
提
供
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

▼
問
合
先　

秘
書
企
画
課
秘
書

人
事
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５

８
０
１
）
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　お送りした納付書は、納期限を過ぎるとコンビニエンススト
アで納付できなくなりますので、ご注意ください。納期限後に
納付を希望される場合は、税務課までご相談ください。

▼問合先　税務課収納グループ（☎３８－５８０６）

★コンビニエンスストアで
　　　　すべての市税が納付できます★
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スポーツ教室参加者募集（夏季）

対　象

定　員
参加料

開催日
時　間

会　場
講　師
持ち物
内　容

小学校４年生～中学生とその保護者
（子どものみの参加は保護者の同意として、承
諾書を書いていただく必要があります）
２７人
小学校４年生～中学生　６，０００円
保護者　７，０００円
７／２２（水）
午前７時３０分出発　午後６時頃帰着予定
発着場所は総合体育文化センター駐車場
若狭三方マリンパーク
ワイズダイビングサポート
タオル・水着・水筒・ゴーグル
日本海の透き通った景観のなかで磯遊びとシュ
ノーケリングが楽しめます。教室中はインスト
ラクターが付き添います。

●

●
●

●
●

●
●
●
●

対　象

定　員
参加料
開催日
時　間
会　場
講　師
持ち物
内　容

小学生（子どものみの参加は保護者の同意とし
て、承諾書を書いていただく必要があります）
２５人
５，０００円（レーン代・貸し靴代込み）
７／２８～３１（４日間）
午前１０時 ～ １１時３０分
稲沢グランドボウル
ＪＢＣ認定プロボウラー
運動のできる服装・靴下・タオル
プロボウラーに教えてもらえますので短期集中
でボウリングが上達するかも！！送迎バスもあ
ります（午前９時３０分総合体育文化センター
発）ので気軽にご参加ください。

●

●
●
●
●
●
●
●
●

ジュニアボウリング教室

〈体育協会主催〉

シュノーケリング教室

〈体育協会主催〉

●募集期間　７月３日（金）～１５日（水）（先着順）
●受付場所　市役所６階生涯学習課スポーツグループ
　　　　　　※ジュニア体操教室に関しては、総合体育文化センターが受付場所になります。
●参加資格　市内に在住・在勤・在学している人で教室ごとに定める対象者
●そ の 他　電話での受付はできませんのでご了承ください。また、１人で複数名分の受付はできません
　　　　　　のでご注意ください。
　　　　　　承諾書を記入する際には、印鑑が必要ですので持参してください。
●問 合 先　生涯学習課スポーツグループ（☎３８－５８１９）または、総合体育文化センター（☎６６
　　　　　　－２２２２）

かん
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対　象
定　員
参加料
開催日
時　間
会　場
講　師
持ち物
内　容

１６歳以上
２５人
５，０００円（レーン代・貸し靴代込み）
８／４，１１，１８，２４（４日間）
午前９時３０分 ～ １１時３０分
稲沢グランドボウル
ＪＢＣ認定プロボウラー
運動のできる服装・靴下・タオル
プロボウラーに教えてもらえますので短期集中
でボウリングが上達するかも！！送迎バスもあ
ります（午前９時総合体育文化センター発）の
で気軽にご参加ください。

●
●
●
●
●
●
●
●
●

ボウリング教室

〈体育協会主催〉

対象①
対象②
定　員
参加料
開催日
時間①
時間②
会　場
講　師
持ち物
内　容

年少～年長までの園児
小学校１～３年生 
各３０人
２，５００円（保険料含む）
８／３，１０，１７，２４（４日間）
午後４時～５時
午後５時１５分～６時１５分
総合体育文化センター２階　アリーナＢ面
健康運動指導士
運動のできる服装・タオル・屋内シューズ
跳び箱・マット運動・鉄棒などを中心に行いま
す。夏休みの期間で苦手な種目を克服しよう！

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ジュニア体操教室

〈指定管理者主催〉※総合体育文化センター受付

講座
教室

●
岩
倉
市
消
費
生
活
講
座

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
日
常
生
活

に
役
立
つ
知
識
を
学
び
、
よ
り

よ
い
消
費
生
活
を
送
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
消
費

生
活
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
笑
い
体
操
で
健
康
に
な
ろ

う
！

　

最
近
、「
笑
い
」が
健
康
法

と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
こ

と
を
ご
存
知
で
す
か
。笑
い
は
、

免
疫
力
の
増
加
な
ど
体
を
健
康

に
す
る
働
き
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、
笑
い
体

操
を
行
い
ま
す
。
体
を
動
か
し

な
が
ら
笑
え
ば
、
き
っ
と
心
も

体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
す
よ
。

▼
と
き　

７
月
22
日
㈬
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
プ
ラ
ザ
多
目

的
ホ
ー
ル

▼
講
師　

愛
知
笑
い
健
康
事
務

局　

河
村
聡
枝
さ
ん

▼
受
講
料　

無
料

▼
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

▼
そ
の
他　

動
き
や
す
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
幸
せ
収
納
！
片
づ
け
の
コ
ツ

を
知
ろ
う

　

家
の
中
に
は
物
が
い
っ
ぱ

い
。
片
づ
け
た
い
と
思
う
け
れ

ど
、
物
を
捨
て
る
の
は
た
め
ら

わ
れ
て
…
。

　

そ
ん
な
悩
み
を
持
つ
み
な
さ

ん
、
居
心
地
の
い
い
お
部
屋
づ

く
り
の
き
っ
か
け
に
、
幸
せ
に

な
れ
る
”片
づ
け
の
考
え
方
“

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

７
月
29
日
㈬
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
研
修
室
２

▼
講
師　

幸
せ
収
納
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー　

八
田
和
子
さ
ん

▼
受
講
料　

無
料

▼
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

▼
主
催　

岩
倉
市

▼
企
画
・
運
営　

岩
倉
市
消
費

生
活
モ
ニ
タ
ー

▼
申
込
方
法　

電
話
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
先　

商
工
農
政

課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
（
☎
３

８
‐
５
８
１
２
）

か
わ
む
ら
さ　

えは
ち
だ
か
ず
こ



●
夏
休
み
に
親
子
で
下
水

道
の
役
割
を
学
び
水
の

大
切
さ
を
考
え
よ
う
！

 

夏
休
み
に
、
親
子
下
水
道
教

室
が
五
条
川
右
岸
と
五
条
川
左

岸
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
そ
れ
ぞ
れ

開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
内
容　

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
見

学
や
顕
微
鏡
に
よ
る
微
生
物
の

観
察
、
水
の
汚
れ
を
測
る
実
験

な
ど
下
水
道
の
し
く
み
を
楽
し

く
学
習
し
ま
す
。

▼
費
用　

無
料

▼
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
水
筒
、

子
ど
も
用
の
上
履
き
（
大
人
用

ス
リ
ッ
パ
は
用
意
し
ま
す
）

▼
そ
の
他　

動
き
や
す
い
服
装

・
運
動
靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

※
各
会
場
へ
は
直
接
自
家
用
車

等
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
主
催　
（
公
財
）
愛
知
水
と

緑
の
公
社

◎
五
条
川
右
岸
親
子
下
水
道
教
室

▼
対
象　

小
学
生
（
保
護
者
同

伴
）

▼
と
き　

７
月
24
日
㈮

・
午
前
の
部
…
午
前
10
時
〜
正

午・
午
後
の
部
…
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ 

五
条
川
右
岸
浄
化

セ
ン
タ
ー
（
北
島
町
権
現
山
７

‐
１
）

▼
定
員　

各
20
人
程（
先
着
順
）

▼
受
付
期
間　

７
月
１
日
㈬
〜

（
平
日
の
午
前
９
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
）

▼
申
込
・
問
合
先　

五
条
川
右

岸
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
６
‐

８
６
５
１
）

◎
五
条
川
左
岸
親
子
下
水
道
教
室

▼
対
象　

小
学
４
〜
６
年
生

（
保
護
者
同
伴
）

▼
と
き　

７
月
27
日
㈪

・
午
前
の
部
…
午
前
10
時
〜
正

午・
午
後
の
部
…
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

五
条
川
左
岸
浄
化

セ
ン
タ
ー
（
小
牧
市
新
小
木
四

丁
目
47
）

▼
定
員　

各
10
組
程
度
（
先
着

順
）

▼
受
付
期
間　

７
月
１
日
㈬
〜

23
日
㈭
（
平
日
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
）

▼
申
込
・
問
合
先　

五
条
川
左

岸
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
６

８
‐
７
５
‐
２
９
１
１
）

●
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

心
の
病
は
誰
に
で
も
起
こ
り

う
る
こ
と
で
す
。

　

心
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
、

「
こ
こ
ろ
病
む
人
」
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
自
立
と
社
会
参

加
を
支
援
す
る
精
神
保
健
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と
き・内
容　

下
表
の
と
お
り

▼
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
３
階
視
聴
覚
室
兼
研
修
会
議

室※
３
日
目
（
７
月
29
日
）
の
み

桜
桂
会
障
害
福
祉
施
設
（
犬
山

市
大
字
塔
野
地
字
大
畔
２
１
６

☎
０
５
６
８‐６
３‐０
２
２
１
）

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
乗
り
合
わ
せ
も
し
く

は
、
公
共
交
通
機
関
で
の
来
場

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

心
の
健
康
や
こ
こ

ろ
病
む
人
の
福
祉
に
関
心
が
あ

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関

心
の
あ
る
人　

▼
定
員　

30
人
（
先
着
順
、
定

員
を
超
え
る
場
合
は
、
４
回
連

続
参
加
さ
れ
る
人
を
優
先
）

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
込
期
間　

７
月
１
日
㈬
〜

13
日
㈪

▼
申
込
・
問
合
先　

江
南
保
健

所
健
康
支
援
課
こ
こ
ろ
の
健
康

推
進
グ
ル
ー
プ
（
☎
５
６
‐
２

１
５
７
）
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と　き

７月１５日（水）
午後２時～４時

精神疾患とは

グループワーク

地域で生活を支えるとは

施設見学

ボランティアとは

グループワーク

ボランティア活動の紹介・見学

愛知県精神保健福祉センター
精神科医　藤城　聡さん

地域活動支援センター「希楽里」
施設長　渡辺久佳さん

医療法人桜桂会　犬山病院
桜桂会　障害福祉施設

岩倉市社会福祉協議会
職員　大西　美帆さん

ボランティアグループ「あい・愛」　代表者
フリースペース　あみーごボランティア

岩倉市社会福祉協議会職員　大西　美帆さん
江南保健所職員

就労継続支援施設「しらゆり・ワーク」
精神保健福祉士　福田秀人さん

７月２２日（水）
午後２時～４時

７月２９日（水）
午後２時～４時

８月７日（金）
午後２時～４時

精神障害をもった方の
特性や対応について

内　容 講　師

ふじしろ　　そう

ふく だ　ひで と

わたなべひさ か

おおにし　　  み　ほ



子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
活
動

●
わ
く
わ
く
手
作
り
教
室

〜
七
宝
焼
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
！

　

み
ど
り
の
家
で
は
、
夏
休
み

に
親
子
（
小
学
生
以
上
）
で
、

七
宝
焼
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
親
子
七
宝
焼

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
23
日
㈭
、
24
日

㈮
（
時
間
は
午
前
９
時
〜
正

午
）

▼
と
こ
ろ　

み
ど
り
の
家
工
芸

体
験
室　

※
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費　

５
０
０
円

▼
定
員　

各
日
20
人
（
計
40

人
、
先
着
順
）

※
子
ど
も（
小
学
生
以
上
）の
み

の
参
加
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
先　

地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６

６
‐
６
７
０
０
）

●
こ
ど
も
の
救
命
講
習
会

　

〜
も
し
も
の
と
き
に
あ

わ
て
な
い
で
〜

　

こ
ど
も
の
事
故
や
け
が
は
、

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
ど
も
の
起
こ
し
や
す
い

事
故
や
け
が
の
お
話
を
聞
き
、

子
ど
も
が
事
故
に
あ
っ
た
り
、

け
が
を
し
た
時
に
、
的
確
な
応

急
手
当
が
施
せ
る
よ
う
に
基
礎

的
な
こ
と
を
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
等
家
族
で
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

▼
と
き　

７
月
26
日
㈰
午
前
９

時
30
分
〜
11
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
視
聴
覚
室

▼
内
容　

講
演
「
こ
ど
も
を
事

故
か
ら
守
ろ
う
」
、
実
技
「
こ

ど
も
の
救
急
救
命
法
」

▼
講
師　

岩
倉
市
消
防
職
員

（
救
急
救
命
士
）

▼
対
象　

乳
幼
児
の
親
等

▼
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

▼
申
込　

７
月
２
日
㈭
か
ら
保

健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す

（
電
話
可
）
。

▼
申
込
・
問
合
先　

健
康
課
健

康
支
援
グ
ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）

●
普
通
救
命
講
習
会

　

消
防
署
で
は
、
毎
月
９
日

（
３
月
と
９
月
は
上
級
救
命
講

習
会
）
に
、
普
通
救
命
講
習
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

通
報
を
受
け
て
か
ら
救
急
車

が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
身
近

に
い
る
人
が
適
切
な
応
急
手
当

を
実
施
で
き
る
よ
う
、
自
動
体

外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の

使
用
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法

や
、
止
血
法
の
講
習
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

受
講
さ
れ
た
人
に
は
、
修
了

証
を
お
渡
し
し
ま
す
。
な
お
、

す
で
に
受
講
さ
れ
た
人
に
つ
い

て
は
、
２
年
か
ら
３
年
ご
と
に

再
講
習
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き　

毎
月
９
日
午
後
１
時

30
分
か
ら
３
時
間
（
上
級
救
命

講
習
会
は
午
前
９
時
か
ら
８
時

間
）
の
予
定
で
行
い
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

消
防
庁
舎
２
階
大

会
議
室

▼
定
員　

１
回
の
講
習
に
つ
き

30
人

▼
申
込
先　

随
時
消
防
署
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
電
話
で
も

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
10
人
以
上
の
受
講
者

が
あ
る
と
き
は
、
日
時
や
会
場

を
調
整
し
て
出
向
く
こ
と
も
で

き
ま
す
。そ
の
場
合
、ｅ
‐
ラ
ー

ニ
ン
グ
講
習
を
受
講
し
て
い
た

だ
き
ま
す
と
講
習
時
間
を
短
縮

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細

は
、
岩
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ア
ド
レ
ス
裏
表
紙
参
照
）
で

ご
確
認
い
た
だ
き
、
不
明
な
点

は
消
防
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
指
導
員　

救
急
救
命
士
・
救

急
隊
員

▼
問
合
先　

消
防
署
（
☎
３
７

‐
５
３
３
３
）

●
30
歳
以
上
の
人
と
妊
婦

さ
ん
の
た
め
の
成
人
歯

科
健
康
診
査

　

歯
科
健
診
を
定
期
的
に
受
け

る
こ
と
で
、
む
し
歯
や
歯
周
病

を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
早
期
に
治
療

に
か
か
る
こ
と
で
症
状
が
悪
化

し
て
か
ら
か
か
る
よ
り
も
治
療

期
間
の
短
縮
、
治
療
費
の
軽

減
、
治
療
中
の
痛
み
も
最
小
限

に
抑
え
ら
れ
ま
す
。
１
年
に
１

度
、
歯
科
健
診
を
受
け
る
こ
と

を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　

７
月
１
日
㈬
〜
15
日

㈬
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
。
）

※
９
月
、
10
月
に
13
日
間
実
施

し
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
広
報

い
わ
く
ら
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
受
付
時
間　

午
後
零
時
40
分

〜
２
時
10
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
車

で
の
お
越
し
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

▼
対
象　

30
歳
以
上
の
人
（
昭

和
61
年
3
月
31
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
）
お
よ
び
妊
婦　

▼
定
員　

各
日
16
人

▼
診
査
内
容　

歯
牙
・
歯
周
診

査
、
相
談
、
指
導
、
口
臭
測
定

（
希
望
者
）

▼
費
用　

無
料　
　
　
　
　
　

▼
申
込
方
法　

保
健
セ
ン
タ
ー

で
受
け
付
け
ま
す
（
電
話
可
。

先
着
順
）
。

※
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
・
問
合
先　

健
康
課
健

康
支
援
グ
ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
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●
消
化
器
系
難
病
患
者
家

族
教
室

　

江
南
保
健
所
で
は
、
潰
瘍
性

大
腸
炎
や
ク
ロ
ー
ン
病
の
消
化

器
系
難
病
の
患
者
さ
ん
と
そ
の

家
族
を
対
象
に
、
医
療
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

専
門
医
の
先
生
か
ら
病
気
や

治
療
、
日
常
生
活
上
で
の
工
夫

点
等
を
講
義
い
た
だ
き
、
み
な

さ
ん
の
質
問
に
も
答
え
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
管
理
栄
養
士
か
ら

は
、
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。
参
加
希
望
の

人
、
関
心
の
あ
る
人
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。　
　

▼
と
き　

７
月
31
日
㈮
午
後
２

時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ　

江
南
保
健
所
３
階

大
会
議
室

▼
内
容
・
講
師　

「
炎
症
性
腸
疾
患
の
理
解
と
最

新
治
療
に
つ
い
て
」
、
講
師
…

磯
部
祥
さ
ん
（
医
療
法
人
山
下

病
院
医
師
）

「
炎
症
性
腸
疾
患
の
食
事
の
ポ

イ
ン
ト
」
、
講
師
…
宮
田
絹
江

さ
ん
（
医
療
法
人
山
下
病
院
管

理
栄
養
士
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
間　

６
月
29
日
㈪
〜

７
月
29
日
㈬

▼
申
込
・
問
合
先　

江
南
保
健

所
健
康
支
援
課
地
域
保
健
グ
ル

ー
プ
難
病
担
当
（
☎
５
６
‐
２

１
５
７
）

●
熱
中
症
の
予
防
に
は

「
暑
さ
を
避
け
る
こ

と
」
と
「
水
分
補
給
」

が
大
切
で
す
！ 

 

熱
中
症
と
は
、
か
ら
だ
に
熱

が
こ
も
っ
て
体
温
調
節
が
で
き

な
く
な
り
、
脱
水
症
状
を
起
こ

し
た
状
態
を
い
い
ま
す
。
重
症

に
な
る
と
死
に
至
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

 

熱
中
症
は
７
月
か
ら
８
月
に

多
く
発
生
し
ま
す
。
気
温
は
、

22
〜
37
度
の
広
い
範
囲
に
分
布

し
て
お
り
、
湿
度
が
高
け
れ
ば

気
温
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
て

も
発
生
し
ま
す
。
時
間
帯
は
午

前
10
時
か
ら
午
後
６
時
に
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
外
出
時
に

は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う

 

暑
い
日
中
の
屋
外
で
の
活
動

は
、
十
分
に
水
分
を
と
っ
て
い

て
も
危
険
で
す
。
炎
天
下
で
の

外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
外
出

時
は
帽
子
や
日
傘
で
直
射
日
光

を
避
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

エ
ア
コ
ン
を
使
っ
て
温
度
を
調

整
し
ま
し
ょ
う

　

高
齢
者
の
熱
中
症
は
室
内
で

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
暑
さ

が
目
で
見
て
分
か
る
よ
う
に
湿

度
計
付
き
の
温
度
計
を
設
置

し
、
室
温
28
度
、
湿
度
70
㌫
を

越
え
な
い
よ
う
に
エ
ア
コ
ン
を

つ
け
ま
し
ょ
う（
冷
や
し
す
ぎ

に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。）。

の
ど
が
か
わ
い
た
と
思
う
前
に

こ
ま
め
に
水
分
を
と
り
ま
し
ょ

う
　

人
間
の
か
ら
だ
は
、
呼
吸
や

皮
膚
か
ら
の
蒸
発
で
、
何
も
し

な
く
て
も
１
日
９
０
０
㍉
㍑
も

の
水
分
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
常
生
活
の
中
で
も

水
分
を
失
い
ま
す
の
で
、
１
日

に
１
・
３
㍑
程
度
（
約
コ
ッ
プ

８
杯
分
）
の
水
分
摂
取
が
必
要

で
す
。
屋
外
で
の
作
業
や
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
な
ど
の
時
に
は
、
15

〜
20
分
ご
と
に
一
口
〜
２
０

０
㍉
㍑
程
度
の
水
分
を
と
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
尿
や
汗
で
失

う
水
分
量
を
多
く
す
る
た
め
、

水
分
補
給
に
は
な
ら
な
い
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
症
状
が
で
た
ら
要
注

意
！

①
急
に
元
気
が
な
く
な
る

②
ぼ
ん
や
り
す
る

③
頭
が
痛
い

④
め
ま
い
・
吐
き
気

も
し
熱
中
症
に
か
か
っ
て
し
ま

っ
た
ら

　

『
意
識
が
な
い
』
あ
る
い
は

『
呼
び
か
け
に
対
す
る
返
事
が

お
か
し
い
』
場
合
は
、
す
ぐ
に

救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、『
自
力
で
水
分
を
と
る

こ
と
が
で
き
な
い
』
場
合
も
緊

急
で
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
熱
中
症
が
疑

わ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
こ
と

を
救
急
隊
や
医
療
機
関
に
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

　

暑
い
夏
は
決
し
て
無
理
を
せ

ず
、
熱
中
症
に
か
か
ら
な
い
よ

う
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
先　

健
康
課
健
康
支
援

グ
ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内

☎
３
７
‐
３
５
１
１
）

●
た
ん
ぽ
ぽ
出
張
相
談

　
一
宮
東
特
別
支
援
学
校
で
は
、

お
子
さ
ん
の
発
達
が
気
に
な
る

保
護
者
や
障
害
の
あ
る
お
子
さ

ん
の
養
育
で
不
安
の
あ
る
保
護

者
を
対
象
に
、
本
校
で
た
ん
ぽ

ぽ
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
も
、
気
軽
に
参
加
い
た
だ

け
る
よ
う
夏
季
休
業
中
に
出
張

相
談
を
２
日
計
画
い
た
し
ま
し

た
。相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

ぜ
ひ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
し
込
み
は
完
全
電

話
予
約
制
で
す
。
７
月
24
日
㈮

ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
た
ん
ぽ
ぽ
出
張
相
談
】

▼
と
き
・
と
こ
ろ　

８
月
４
日

㈫
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
扶

桑
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
☎

９
１
‐
１
１
５
１
）

８
月
５
日
㈬
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
（
小
牧
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
、
☎
０
５
６
８
‐
７
７
‐

０
１
２
３
）

相
談
費
用
は
無
料
で
す
。
相
談

内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を
厳

守
い
た
し
ま
す
。

▼
予
約
受
付
時
間　

月
〜
金
曜

日
（
祝
日
は
除
く
） 

午
前
９

時
〜
午
後
５
時

▼
問
合
先　

愛
知
県
立
一
宮
東

特
別
支
援
学
校　

た
ん
ぽ
ぽ
相

談
係
（
一
宮
市
丹
羽
字
中
山
１

１
５
１
番
地
１
、
☎
０
５
８
６

‐
５
１
‐
５
３
１
１
）

●
『
就
職
』
に
関
す
る
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

 

例
え
ば
、
自
分
の
や
り
た
い

仕
事
を
絞
り
込
め
な
い
…
、
自

己
P
R
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
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…
そ
ん
な
就
職
に
関
す
る
悩
み

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

 
市
で
は
、
就
職
活
動
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
お
持
ち

の
若
者
や
大
学
・
高
校
等
を
卒

業
後
も
未
就
職
の
状
態
に
あ
る

若
者
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
若

年
者
就
職
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
27
日
㈪
①
午
後

１
時
〜
１
時
50
分
、
②
午
後
２

時
〜
２
時
50
分
、
③
午
後
３
時

〜
３
時
50
分

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
市
民

相
談
室

▼
定
員　

３
人
（
各
時
間
1
人

／
50
分
）

▼
相
談
料　

無
料

▼
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

福
永
英
子

さ
ん

▼
対
象
者　

45
歳
未
満
の
若
年

者
（
大
学
、
短
大
等
の
学
生
を

含
む
。
）
お
よ
び
そ
の
家
族

▼
申
込
受
付
期
間　

７
月
1
日

㈬
〜
17
日
㈮

▼
申
込
・
問
合
先　

商
工
農
政

課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
（
☎
３

８
‐
５
８
１
２
）

●
ご
存
知
で
す
か
？　

シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
！

　

お
困
り
の
際
は
…　
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、屋
内
･

屋
外
清
掃
、
除
草
だ
け
で
な
く

各
種
修
繕
、
塗
装
等
登
録
会
員

の
知
識
と
経
験
を
生
か
し
た
就

業
を
し
て
い
ま
す
。「
こ
ん
な
仕

事
も
お
願
い
で
き
る
の
？
」と

お
困
り
の
際
に
は
、
一
度
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
会
員
で
で
き
る

こ
と
が
あ
れ
ば
就
業
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
営
利
を
目
的
と

し
な
い
公
共
的
、
公
益
的
な
団

体
で
す
の
で
安
心
で
す
。

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す　
　

〜
一
緒
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
働
き
ま
せ
ん
か
〜

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以

上
の
人
で
健
康
で
働
く
意
欲
が

あ
る
人
を
会
員
と
し
て
募
集
し

て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
活
動
や
主
旨
に
賛
同

し
て
い
た
だ
け
る
人
は
、
ぜ
ひ

入
会
説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
入
会
説
明
会
は
、
毎
月
第

１
水
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
員
相
互
の
交
流
会
等

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
新

し
い
仲
間
作
り
の
場
と
も
な

り
、
よ
り
充
実
し
た
日
常
が
期

待
で
き
ま
す
。

▼
資
格　

①
市
内
に
在
住
す
る

原
則
60
歳
以
上
の
人
、
②
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
、
③
シ

ル
バ
ー
の
理
念
に
賛
同
さ
れ
た

人▼
問
合
先　

岩
倉
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
６
‐
２

２
２
３
）

●
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事

故
高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守

ろ
う
ル
ー
ル

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
７
月

11
日
㈯
〜
20
日
㈪

　

夏
本
番
を
迎
え
、
海
や
山
の

レ
ジ
ャ
ー
の
本
格
的
な
シ
ー
ズ

ン
到
来
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
暑
さ
や
レ
ジ

ャ
ー
の
疲
れ
か
ら
注
意
力
が
散

漫
に
な
っ
た
運
転
者
と
、
外
出

の
機
会
が
増
え
る
子
ど
も
や
、

暑
さ
で
体
力
の
低
下
が
心
配
さ

れ
る
高
齢
者
の
交
通
事
故
の
危

険
が
高
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
の
開
放
感
か
ら
ス

ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
飲
酒
運

転
に
よ
る
交
通
事
故
も
心
配
さ

れ
ま
す
。

　

思
い
や
り
の
意
識
を
高
め
、

交
通
マ
ナ
ー
を
向
上
さ
せ
ま
し

ょ
う
。

▼
重
点
実
施
項
目

・
子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事

故
か
ら
守
ろ
う

・
全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正

し
く
着
用
し
よ
う

・
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

青
空
駐
車
は
や
め
よ
う　

〜
道

路
は
車
庫
で
は
あ
り
ま
せ
ん
〜

　

道
路
交
通
法
の
規
定
に
よ
る

駐
車
禁
止
場
所
で
な
く
て
も
、

長
時
間
、
道
路
に
駐
車
す
る
行

為
は
、

・
通
学
の
障
害
に
な
る

・
交
通
事
故
を
誘
発
す
る

・
救
急
・
消
火
活
動
の
妨
げ
に

な
る

等
、
他
に
迷
惑
を
及
ぼ
し
、
ま

た
地
域
の
生
活
環
境
を
乱
す
原

因
と
な
り
ま
す
。

　

自
動
車
は
、
決
め
ら
れ
た
保

管
場
所
に
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
青
空
駐
車
（
長
時
間
駐
車
）

と
は　

自
動
車
の
保
管
場
所
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
保
管

場
所
法
）
に
違
反
す
る
よ
う
な

路
上
駐
車
で
、

・
自
動
車
が
道
路
上
の
同
じ
場

所
に
、
引
き
続
き
12
時
間
以
上

駐
車
す
る
こ
と
。

・
自
動
車
が
夜
間
（
日
没
時
か

ら
日
の
出
時
ま
で
の
時
間
）
道

路
上
の
同
じ
場
所
に
、
引
き
続

き
８
時
間
以
上
駐
車
す
る
こ
と
。

【
罰
則
】
自
動
車
の
保
管
場
所

の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
保

管
場
所
法
）
違
反
に
よ
り
、
20

万
円
以
下
の
罰
金

▼
問
合
先　

江
南
警
察
署
交
通

課
（
☎
５
６
‐
０
１
１
０
）

平成27年7月1日25

ふ
く
な
が
え
い
こ

入 札 結 果
工事名等 工事場所等 契約業者名 契約金額(円) 期　間

配水管布設工事（申込27-4号）

岩倉市ふれあいセンター外壁
改修工事設計監理業務

側溝改良工事

側溝改良工事

区画線設置工事

八剱町地内
西市町無量寺
２番地１

神野町外１地内

中本町外１地内

八剱町地内外

伊藤水道工業㈱ 岩倉支店

㈱トクオ

㈲八信建設
関戸工業㈱

㈱中部道路施設

3,294,000

1,512,000

8,208,000
9,180,000

3,402,000

5/26～7/24

6/2～12/4

6/5～10/2
6/5～10/2

6/1～7/30

（５月２１日～２８日）



●「
働
き
方
改
革
」
の
さ

ら
な
る
推
進
に
つ
い
て

の
取
組
の
お
願
い　
　

〜
「
夏
の
生
活
ス
タ
イ

ル
変
革
」
を
加
え
た
取

組
〜

　

愛
知
労
働
局
で
は
、
「
働
き

方
改
革
推
進
本
部
」
を
設
置

し
、
長
時
間
労
働
の
削
減
や
休

暇
の
取
得
促
進
な
ど
の
「
働
き

方
改
革
」
の
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
年
２
月
に
は
、
愛
知

県
や
県
内
主
要
労
使
団
体
と
と

も
に
「
愛
知
『
働
き
方
改
革
』

に
向
け
た
共
同
宣
言
」
を
採
択

し
、
気
運
の
醸
成
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
早
朝
か
ら
明
る
く
な

る
夏
場
を
契
機
に
、
「
朝
型
勤

務
」
や
「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
」
を
活
用
し
て
「
早
く
出
勤

し
て
早
く
帰
る
」
働
き
方
に
変

え
る
「
夏
の
生
活
ス
タ
イ
ル
変

革
」
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

「
働
き
方
改
革
」
に
つ
い
て

詳
し
く
は
愛
知
労
働
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
検
索
エ
ン
ジ
ン
で

『
愛
知
の
働
き
方
改
革
』
と
入

力
し
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。
）

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

愛
知
労
働
局
労
働

基
準
部
労
働
時
間
課
（
名
古
屋

市
中
区
三
の
丸
２
‐
５
‐
１

名
古
屋
合
同
庁
舎
第
２
号
館
、

☎
０
５
２
‐
９
７
２
‐
０
２
５

４
、　

０
５
２
‐
９
７
２
‐
１

８
８
８
）

こ
れ
か
ら
事
業
を
は
じ
め
る

人
へ

●
岩
倉
市
創
業
等
支
援
資

金
融
資
信
用
保
証
料
の

助
成
金
と
利
子
補
給
補

助
金
の
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

愛
知
県
で
は
、
事
業
を
営
ん

で
い
な
い
個
人
で
、
１
カ
月
以

内
に
個
人
で
ま
た
は
２
カ
月
以

内
に
会
社
を
設
立
し
て
、
県
内

で
事
業
を
開
始
し
よ
う
と
す
る

具
体
的
計
画
を
有
し
て
い
る
人

と
県
内
で
事
業
を
開
始
し
た
日

か
ら
５
年
を
経
過
し
て
い
な
い

個
人
ま
た
は
会
社
を
対
象
に
愛

知
県
経
済
環
境
適
応
資
金
の
う

ち
創
業
等
支
援
資
金
融
資
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

岩
倉
市
で
は
、
こ
の
愛
知
県

の
融
資
を
受
け
ら
れ
た
人
を
対

象
に
、
創
業
等
の
負
担
軽
減
と

市
内
産
業
の
発
展
お
よ
び
振
興

を
目
的
に
そ
の
融
資
に
係
る
信

用
保
証
料
の
助
成
と
利
子
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
の
で
該

当
さ
れ
る
人
は
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

愛
知
県
経
済
環
境
適
応
資
金 

創
業
等
支
援
資
金
融
資
の
概
要

・
貸
付
限
度
額
…
２
千
５
０
０

万
円
（
一
定
の
自
己
資
金
を
有

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
）

・
貸
付
期
間
・
利
率　

【
運
転
資
金
・
設
備
資
金
】

　

４
年
以
上
５
年
以
内
…
年

１
・
３
㌫　

　

６
年
以
上
７
年
以
内
…
年

１
・
４
㌫

【
設
備
資
金
】　

９
年
以
上
10

年
以
内
…
年
１
・
５
㌫

岩
倉
市
創
業
等
支
援
資
金
融
資

信
用
保
証
料
補
助
金

▼
補
助
対
象　

⑴
市
内
に
事
業

所
を
有
す
る
ま
た
は
、
市
内
に

事
業
所
を
有
す
る
予
定
の
個
人

ま
た
は
法
人

⑵
融
資
に
係
る
保
証
料
を
一
括

納
付
し
た
人

⑶
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

▼
助
成
額　

信
用
保
証
書
記
載

の
保
証
料
の
全
額
（
１
０
０
円

未
満
切
捨
て
）

岩
倉
市
創
業
等
支
援
資
金
融
資

利
子
補
給
補
助
金

▼
補
助
対
象　

⑴
市
内
に
住
所

を
有
す
る
個
人
ま
た
は
市
内
に

本
社
を
置
く
法
人
（
市
内
に
住

所
を
有
す
る
予
定
の
個
人
ま
た

は
市
内
に
本
社
を
置
く
予
定
の

法
人
を
含
む
）

⑵
融
資
を
受
け
た
人

⑶
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

▼
補
助
金
額　

当
初
12
月
分
の

利
子
の
額（
上
限
月
額
１
万
円
）

▼
申
込
･
問
合
先　

商
工
農
政

課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
（
☎
３

８
‐
５
８
１
２
）

●
事
業
主
の
人
へ
各
種
助

成
金
の
ご
案
内

　

愛
知
労
働
局
が
取
り
扱
う
助

成
金
に
つ
い
て
は
、
現
在
19
種

類
あ
り
ま
す
。

　

主
な
も
の
は

・
障
害
を
お
持
ち
の
人
や
、
60

歳
以
上
の
高
齢
者
等
を
新
た
に

雇
用
し
た
場
合

・
３
カ
月
を
限
度
と
し
て
、
対

象
労
働
者
を
試
行
的
に
雇
用
し

た
場
合

・
有
期
契
約
の
人
を
正
規
職
員

と
し
て
転
換
し
た
場
合

・
現
社
員
に
対
し
て
職
業
訓
練

を
計
画
に
沿
っ
て
実
施
し
た
場

合
　

そ
の
他
に
も
各
種
助
成
金
が

あ
り
ま
す
が
、
支
給
に
は
一
定

の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
愛
知
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
下
部
の
「
あ
い
ち
雇
用

助
成
室　

各
種
助
成
金
案
内
」

の
バ
ナ
ー
か
ら
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

(http://aichi-roudoukyoku
.jsite.m

hlw
.go.jp/hourei_

seido_tetsuzuki/kakushu_
joseikin/_120129.htm

l)

▼
問
合
先　

愛
知
労
働
局
あ
い

ち
雇
用
助
成
室
（
☎
０
５
２
‐

２
１
９
‐
５
５
１
８
）

●
青
少
年
の
非
行
・
被
害

防
止
に
取
り
組
む
県
民

運
動
（
夏
期
）

 

青
少
年
が
心
身
と
も
に
明
る

く
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と

は
、
子
を
持
つ
す
べ
て
の
親
の

願
い
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
有
害
サ
イ

ト
等
に
よ
り
青
少
年
が
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
る
事
件
が
起
き
る

と
と
も
に
、
児
童
虐
待
や
児
童

ポ
ル
ノ
等
の
犯
罪
被
害
に
遭
う

青
少
年
が
増
加
傾
向
に
あ
る
な

ど
、
非
行
防
止
・
被
害
防
止
の

両
面
に
お
い
て
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
青
少
年
が
解
放
感

等
か
ら
有
害
環
境
等
に
接
す
る

機
会
の
多
く
な
る
夏
休
み
期
間

中
を
中
心
に
７
・
８
月
を
強
調

月
間
と
定
め
「
青
少
年
の
非
行

・
被
害
防
止
に
取
り
組
む
県
民

運
動
（
夏
期
）
」
を
実
施
し
ま

す
。
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会

が
そ
れ
ぞ
れ
の
果
た
す
べ
き
役

割
を
認
識
し
、
大
人
が
率
先
し
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て
規
律
あ
る
行
動
を
示
す
と
と

も
に
、
県
民
す
べ
て
が
力
を
合

わ
せ
て
非
行
防
止
機
能
の
再
生

・
活
性
化
、
青
少
年
の
健
全
な

育
成
を
図
る
た
め
の
運
動
や
青

少
年
の
被
害
防
止
を
図
る
た
め

の
運
動
を
集
中
的
に
展
開
し
ま

す
。

▼
強
調
期
間　

７
月
１
日
㈬
〜

８
月
31
日
㈪

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン　

非
行
の
芽

は
や
め
に
つ
も
う　

み
な
我
が

子▼
主
催　

愛
知
県
、
愛
知
県
教

育
委
員
会
、
愛
知
県
警
察
本
部
、

愛
知
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

▼
問
合
先　

愛
知
県
尾
張
県
民

事
務
所
県
民
安
全
課
総
務
・
広

報
グ
ル
ー
プ　

丹
羽
（
☎
０
５

２
‐
９
６
１
‐
１
４
４
７
）

●
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
無

料
ア
プ
リ「
ⅰ
広
報
紙
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、「
広
報
い
わ
く
ら
」

を
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
提
供

で
き
る
よ
う
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

用
無
料
ア
プ
リ
「
ⅰ
広
報
紙
」

を
４
月
か
ら
導
入
し
ま
し
た
。

こ
の
無
料
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
登
録
す
る
と
、
毎
月
１

・
15
日
の
発
行
日
に
お
知
ら
せ

が
届
き
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
広
報
紙

を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ⅰ
広
報
紙
を
利
用
す
る
に
は
…

①
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
も
し
く

は
http://w

w
w
.zaigenkakuho.

com
/ikouhoushi

か
ら

無
料
ア
プ
リ
「
ⅰ
広
報
紙
」
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル

②
性
別
、
生
年
月
、
お
住
ま
い

の
地
域
な
ど
を
入
力
し
て
設
定

ⅰ
広
報
紙
で
で
き
る
こ
と

・
発
行
日
に
利
用
者
の
端
末
に

自
動
で
お
知
ら
せ
（
プ
ッ
シ
ュ

通
知
）
が
届
き
ま
す

・
画
像
の
切
り
取
り
、
保
存
が

で
き
る
た
め
、
メ
ー
ル
へ
の
添

付
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
シ
ェ
ア
が
で

き
ま
す

・
ペ
ー
ジ
め
く
り
や
拡
大
・
縮

小
も
画
面
に
触
れ
る
だ
け
で
簡

単
に
で
き
ま
す
。

・
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
あ
り
（
設

定
し
た
居
住
地
の
広
報
紙
を
リ

ス
ト
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
）
。

※
居
住
地
は
２
つ
ま
で
設
定
可

能
で
す
。

・
く
ら
し
の
電
話
帳
か
ら
居
住

地
１
と
し
て
設
定
し
た
自
治
体

の
電
話
番
号
情
報
が
配
信
さ

れ
、
直
接
電
話
が
で
き
ま
す
。

▼
問
合
先　

協
働
推
進
課
広
報

情
報
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５

８
０
２
）

●
庭
木
等
の
樹
木
を
適
切

に
管
理
し
ま
し
ょ
う

　

樹
木
や
生
垣
が
道
路
に
覆
い

か
ぶ
さ
る
と
通
行
の
妨
げ
に
な

り
ま
す
。
枝
葉
が
標
識
や
歩
行

者
等
を
隠
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

見
落
と
し
に
よ
る
交
通
事
故
に

つ
な
が
っ
た
り
、
枝
が
歩
行
者

や
車
両
等
を
傷
つ
け
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
、
大
変
危
険
で

す
。

　

こ
う
し
た
私
有
地
の
樹
木
が

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る
こ
と

や
、
落
ち
た
枝
等
が
原
因
で
事

故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
所

有
者
が
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
庭
木
等
の

樹
木
を
所
有
さ
れ
る
皆
さ
ん
は

定
期
的
な
剪
定
・
清
掃
等
、
適

切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
先　

維
持
管
理
課
管
理

グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１

３
）

●
サ
ラ
金
お
よ
び
悪
質
商

法
の
相
談
料
を
補
助
し

ま
す

　

気
軽
に
お
金
を
借
り
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金

融
（
サ
ラ
金
）
の
利
用
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま

す
。
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
前

に
、
法
律
の
専
門
家
に
相
談
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
愛
知
県
弁
護
士
会

が
開
設
し
て
い
る
「
サ
ラ
金
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
被
害
相
談
」
（
初

回
の
相
談
料
は
無
料
。
２
回
目

の
相
談
料
を
補
助
し
ま
す
）
と

「
消
費
生
活
相
談
」
に
相
談
さ

れ
た
場
合
に
、
相
談
料
の
５
千

４
０
０
円
（
上
限
）
を
補
助
し

て
い
ま
す
。
補
助
を
受
け
る
に

は
、
事
前
に
市
民
相
談
室
で
相

談
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

市
民
相
談
室
（
☎

３
８
‐
５
８
２
２
）
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予約の多かった本
（４月～５月）

新
着
図
書
の
ご
案
内

一
般
新
着
図
書

★
私
の
息
子
は
サ
ル
だ
っ
た 

佐
野　

洋
子
著

★
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト

便
利
帖

堀
井　

憲
一
郎
著

児
童
新
着
図
書

★
名
古
屋
う
み
ゃ
あ
も
ん
の
う

た

長
谷
川　

義
史
著

★
マ
ザ
ー
ラ
ン
ド
の
月

サ
リ
ー
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
著

三
辺　

律
子
訳

※
そ
の
他
の
新
着
図
書
に
つ
い

て
は
、図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.iw
akura-library.

com
/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
貸
出
中
の
図
書

の
予
約
が
で
き
ま
す
）。

①鹿の王　下
　　　　　　（上橋　菜穂子著）
②鹿の王　上
　　　　　　（上橋　菜穂子著）
③火花
　　　　　　　（又吉　直樹著）

さ　

の　　
　

よ
う
こ

ほ
り
い　
　

け
ん
い
ち
ろ
う

さ
ん
べ　
　
　
り
つ
こ

は　

せ　
が
わ　
　

よ
し
ふ
み

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

　
　
　

（
☎
３
７
‐
６
８
０
４
）

（
７
月
は
６
日
㈪
、
13
日
㈪
、

31
日
㈮
が
休
館
日
で
す
）

うえはし　　  な　ほ　こ

うえはし　　  な　ほ　こ

　　またよし　　なお  き



市 民 相 談
市民相談室(☎38‐5822)
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お気軽にご相談ください

市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となっていますので、お気軽にご相談ください。
なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩をいただきます。

いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人でくよくよしていても何の解決にもなりません。
経験豊かなボランティアが電話で相談をお受けします。お気軽におかけください。

▼とき　毎週月曜日午前１０時～午後４時（祝日、振替休日を除く)

●心の相談電話　☎37－7867
み な   な や む な

■一般・消費生活相談
月～金曜日（祝日、振替休日を除く）
午前９時～午後４時
■消費生活専門相談
毎月第１～第４金曜日午前９時～正午
※多重債務問題等に関する相談をお受けします。
お気軽にご相談ください。
■年金相談
７月１日（水）午前１０時～午後３時
■法律相談（予約制…定員各６人）
７月１４日（火）・２２日（水）午後１時～４時
※７月の法律相談は７月１日（水）午前９時から、
市民相談室で当月分の予約を受け付けます（先着
順、電話可）。

■登記相談
７月８日（水）午後１時～４時
■不動産相談
７月９日（木）午後１時～４時
■人権相談
７月１０日（金）午後１時～４時
■行政相談
７月１０日（金）午後１時～４時
■戦没者遺族相談
７月１７日（金）午後１時～４時
■若年者就職相談　　
７月２７日（月）午後１時～４時
■税務相談
８月６日（木）午後１時～４時

●
多
重
債
務
者
相
談

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
」
に
よ
る
多
重
債
務

者
の
た
め
の
生
活
再
建
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

毎
月
第
３
木
曜
日
午

後
１
時
〜
４
時
（
７
月
16
日
・

８
月
20
日
・
９
月
17
日
）

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
市
民

相
談
室

▼
相
談
員　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
ク
レ

サ
ラ
あ
し
た
の
会
」
の
司
法
書

士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

▼
主
な
相
談
内
容

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ラ
金
返
済
問

題
解
決
、
借
入
に
頼
っ
た
生
活

の
見
直
し
、
借
入
金
の
法
的
整

理
後
の
生
活
再
建
支
援
な
ど

※
相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
の

借
入
の
わ
か
る
書
類
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。相
談
に
よ
る
家
族
、

個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
※
相
談
料
は
無
料
で
す
。

※
予
約
優
先
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
予
約
・
問
合
先　

ク
レ
サ
ラ

あ
し
た
の
会
（
☎
０
８
０
‐
３

２
８
９
‐
７
７
０
４
）

★不用品データバンク★
　ご家庭で眠っている不用品の有効利用と、むだのない消費生活
のために不用品データバンクをご活用ください。
　なお、物品のやりとりは、当事者間で話し合っていただきます。
登録物品（６月１０日現在)

▼譲ります (有償)　五月人形、破魔弓のセット、ウィンドウ型エ
アコン（取付枠付）

▼あげます (無償)　長持、チャイルドシート、紙パック式電気掃
除機、幼児用キャラクター図柄まくら、木製勉強机（小学校高学
年向）、女子用スクール水着（170㎝）、バランスボール

▼求めます　岩倉中学校女子用コート（約165㎝）、ノートパソコ
ン、デスクトップ型パソコン、ピアニカ、三輪車または屋外で乗
るタイプのおもちゃ、ＣＤラジカセ、学習机、食器棚、女児用自
転車（約23インチ）、岩倉南部中学校女子用制服・体操服、小学
生女子用スカート付スクール水着、岩倉南小学校入学用品（体操
服、帽子など）、男子用ランドセル、キックボード、犬用ワイド
サイズトイレトレー・トイレシート、卓上ピアノ、可変速付自転
車（約26インチ）
※掲載中のものでも、交渉中や交渉が成立している場合がありま
す。岩倉市ホームページ（アドレス裏表紙参照）でも確認できます。

▼問合先　商工農政課商工観光グループ（☎３８‐５８１２）
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ポルトガル語情報コーナー

Na prevenção contra a hipertermia 
(necchusho) é muito importante “evitar o 
calor” e “beber água” !

熱中症の予防には「暑さを避けること」と
「水分補給」が大切です！

A hipertermia é uma condição física que apresenta a desidratação 

como um dos sintomas, que devido a retenção de calor no 

organismo, não consegue regular a temperatura corpórea. Em 

casos de agravamentos existe a possibilidade de até levar a 

morte. 

A maioria dos casos de hipertermia ocorrem nos meses de julho 

e agosto. Pode ocorrer quando a umidade estiver alta, mesmo 

que a temperatura não esteja elevada, pois a temperatura varia 

amplamente de 22 a 37 graus. A maioria dos casos ocorrem das 

10:00 as 18:00. Então, tome muito cuidado quando for sair.

● Vamos evitar o calor

As atividades realizadas ao ar livre em dias quentes, são bastante 

perigosas mesmo tomando bastante líquido. Vamos evitar de sair 

em dias de clima muito quente (ao sol escaldante). Quando for 

sair, é importante evitar a incidência direta dos raios solares com 

o uso de chapéu, guarda-sol,etc.

● Vamos controlar a temperatura utilizando o ar-condicionado.

Mesmo dentro de casa, tem ocorrido vários casos de idosos com 

hipertermia. Por isso poder visualizar o calor e a umidade, vamos 

instalar um termômetro com higrômetro (medidor de umidade); 

e também vamos utilizar o ar-condiconado para que a 

temperatura ambiente não ultrapasse os 28 graus e o grau de 

umidade 70%.(Deve tomar cuidado também com refrigeração 

demasiada).

● Vamos tomar àgua com frequência, antes de sentir que a 

garganta esta seca.

Mesmo não fazendo nada, o nosso corpo perde cerca de 900 

mililímetros de água através da respiração, da transpiração da 

pele, etc. E além disso perdemos água durante a rotina do 

dia-a-dia, sendo necessário beber cerca de 3litros de água 

(aproximadamente 8 copos de água). Recomenda-se beber 

200ml de água (chás, bebidas esportivas ,etc) à cada 15 à 20 

minutos quando for realizar atividades ao ar livre, caminhadas, 

etc. 

O álcool não é considerado como consumo de água, pois 

aumenta a quantidade de perda de água (líquido) através do suor, 

urina,etc. 

● Muita atenção, caso apresentar alguns dos sintomas abaixo!

① Perda de ânimo repentinamente.

② Ausência de consciência .

③ Dor de cabeça.

④ Tontura (vertigem) e ânsia de vômito.

● Caso ficar com hipertermia:

Em casos de「Perda de consciência」ou quando o paciente

「Responde de forma estranha ou anormal」chame imediatamente 

a ambulância. E também em casos que o paciente「não consiga 

ingerir água por esforço própio」é necessário transporta-lo 

imediatamente ao hospital. Em casos de suspeita de hipertermia, 

comunique imediatamente à uma unidade de emergência ou 

instituição médica. No verão escaldante nunca exagere, vamos 

nos empenhar em não ficar com hipertermia.

Dia da coleta do lixo reciclável

分別収集の日
03/07(sex)・ Sono Cho ・ Inari Cho ・ Taisanji Cho ・ Taisanjimoto 

Machi ・ Taisanjihon Machi ・ Gojo Cho ・ Daiichiba Cho

07/07(ter)・ Yatsurugi Cho ・ Inoue Cho ・ Kamino Cho ・
Ishibotoke Cho

10/07(sex) ・ Higashishin Machi (IwakuraDanchi)

14/07(ter) ・ Daichi Cho ・ Daichishin Machi ・ Chuo Cho ・
Minamishin Machi ・ Kawai Cho ・ Kitajima Cho ・ Noyori Cho

Dia da coleta de papel velho e roupa 
usada

古紙と古着の日
03/07(sex) ・ Shimohon Machi ・ Showa Cho ・ Asahi Machi ・
Sakae Machi 2 Chome ・ Shinyanagi Cho ・ Shinyanagi Cho1ku

07/07(ter) ・ Nakahon Machi ・ Higashi Machi ・ Suzui Cho

11/07(sab) ・ Higashishin Machi (IwakuraDanchi)

14/07(ter) ・ Saichi Cho ・ Hon Machi ・ Miyamae Cho ・ 
Sakae Machi 1chome

●Informações (☎ 3 8 - 5 8 0 7 )
Disponível intérprete em português

ねっちゅうしょう　　　 よ　ぼう　　　　　　　あつ　　　　　　さ

　すい ぶん　ほ きゅう　　　 たい せつ

ぶん べつしゅうしゅう　   ひ

こ　 し　　  ふる　ぎ　　　 ひ
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保健師すこやか日誌

Q．地区の担当保健師とは？

～地区の担当保健師を紹介します～

　保健センターでは、行政区ごとに担当の保健師を配置し、保健活動を行っています。
地区担当保健師は、保健推進員活動をはじめとした地域の健康づくりに取り組んでいます。
　また、赤ちゃんが誕生したご家庭（第１子、ご希望により第２子以降も）に家庭訪問し、子育ての相
談や体重測定、予防接種の説明などを行い、育児を支援しています。
　妊娠中から出産後、育児、大人の健康づくりまで、地区担当保健師が応援しますので、お気軽に声を
かけてください。

保健センターには、管理栄養士、歯科衛生士、作業療法士もいます。食生活や歯の健康、運動習慣、
介護予防のことなど、お気軽にご相談ください！

赤ちゃんから高齢者まで
地区の担当保健師が
あなたの健康を応援します！

●問合先　健康課健康支援グループ（保健センター内☎３７－３５１１）まで。

担当保健師名行政区名
岡崎

水野

井手上
竹田

河邉
柴田

長谷川

 い　 で　うえ

かわ　べ 

南新町、大地町（大地新町）、曽野町、中央町

大市場町、稲荷町（昭和町）、五条町、泉町

石仏町、井上町、中野町、鈴井町

野寄町、大山寺町、新柳町１区、八剱町

中本町、川井町、東町、神野町

下本町（旭町）、西市町（宮前町）、新柳町、北島町

本町門前・北口・上市場（栄町）、東新町



広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。　●申込先  協働推進課広報情報グループ（☎３８-５８０２）まで。

セントラル愛知交響楽団第２１回岩倉定期
演奏会～和太鼓・大地の鼓動音と鼓動で迫力満点！

科学クラブ岩倉　音と空気の不思議空気の力ってすごい！

共
に
ま
ち
を
き
れ
い
に

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
日
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　５月３１日（日）、総合体育文化センターでセント
ラル愛知交響楽団第２１回岩倉定期演奏会～和太鼓・
大地の鼓動が開催されました。
　この日の演奏では、セントラル愛知交響楽団とあす
なろ太鼓による合同演奏が披露され、参加した人たち
は迫力満点の演奏に酔いしれました。

　５月３０日（土）、アダプトプログラムの一斉実施
日として清掃活動が行われました。
　アダプトプログラムは、公園・道路などの里親制度
で、自分たちの地域を自分たちできれいにしようとい
う気持ちを持つ市民の皆さんによって実施されていま
す。
　今年は、大矢公園で市長感謝状の贈呈、アダプトプ
ログラムスローガン宣言などが行われた後、大矢公園
とその周辺の清掃活動を行いました。

　５月２４日（日）、くすのきの家で、理科サ
ークルユリイカ主催の「科学クラブ岩倉　音
と空気の不思議」が開催されました。
　この催しでは、音と空気を使ったサイエン
スショーを通じて、音の出る仕組みや普段意
識していない空気の力について学びました。

　参加した子どもたちは、空気の力でボ
ウリングの球を持ち上げる実験や風船を
空気の力で浮き上がらせる実験、筒を振
って音を出す実験、何十メートルも飛ぶ
紙飛行機作りなどに興味津々で、「すごい
ねー！」という歓声を上げていました。



広報いわくら音声版（ＣＤ）を用意しています。また、ホームページでも公開
しています。どなたでもお聴きになれますのでご利用ください。
●問合先　協働推進課広報情報グループ（☎３８－５８０２）

Departamento de Informações (29)

●毎月２回　１日・１５日発行
●岩倉市ホームページアドレス
　http://www.city.iwakura.aichi.jp/
●岩倉市Ｅメールアドレス（代表）
　koho.prsec@city.iwakura.lg.jp
●編集　総務部協働推進課広報情報グループ
●発行　岩倉市役所
〒482－8686愛知県岩倉市栄町一丁目66番地
☎ 0587－66－1111　FAX0587－66－6100

岩倉市の人口
６月１日現在 前月比 前年比

-2人

-11人

9人

5世帯

125人

135人

-10人

274世帯

36人

21人

177人

194人

47,680人

23,813人

23,867人

20,755世帯

総人口

男

女

世帯

前月詳細

出生

死亡

転入等

転出等 　ＪＡ愛知北岩倉支店は、
本町の交差点の北西側に位
置しています。住所は本町
神明西１１－２です。一度
ご確認ください。

確認してください

お近くの 避難場所

38JA愛知北岩倉支店

電話番号案内
●戸籍、住民票、印鑑登録、国民健康保険、後期高齢者医療 等
　市民窓口課（☎０５８７－３８－５８０７)
●ごみの収集・処理、犬・猫などペットの死体処理、
　公害、環境保全　等
　環境保全課（☎０５８７－３８－５８０8）
●保育園、児童福祉、児童手当　等
　子育て支援課（☎０５８７－３８－５８１０）

電話番号案内

防災無線テレホンサービス
　☎０５８７－３７－００９９
消防テレホンサービス
　☎０５８７－３８－３１１９
救急医療情報センター
　☎０５８６－７２－１１３３
　休日急病診療所(日曜日・祝日)
　☎０５８７－６６－４７０８
　受付　　９：００～１１：３０
　　　　１３：００～１６：３０
　小児救急外来
　江南厚生病院内（こども救急診察室）
　☎０５８７－５１－３３３３
　○日曜日・祝日・第２・４・５土曜日
　　受付　　８：３０～１６：３０
　○第 1・3土曜日　　　　　　　
　　受付　１２：２０～１６：３０
　愛知県小児救急電話相談
　☎#８０００
　☎０５２－９６２－９９００
　○毎日
　　受付　１９：００～翌朝８：００

7月のカレンダー

★印は、保健センターで行います。 休日急病診療の担当医は、変更
する場合があります。 岩倉市のホームページをご覧ください。

1 水
★健康チェックの日（受付9：00～11：00）
★健康診査、成人歯科健康診査、肺がん・結核検診
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道

7 火
★健康診査、成人歯科健康診査、肺がん・結核検診
分別収集／八剱町・井上町・神野町・石仏町
古紙と古着の日／中本町・東町・鈴井町

15 水
★健康チェックの日（受付9：00～11：00）
★健康診査、成人歯科健康診査、肺がん・結核検診
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道

6 月 ★健康診査、成人歯科健康診査、肺がん・結核検診

13 月 ★健康診査、成人歯科健康診査、肺がん・結核検診

4 土 野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道

2 木

8 水

★母子健康手帳の交付
★健康診査、成人歯科健康診査、肺がん・結核検診

★健康診査、成人歯科健康診査、肺がん・結核検診
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道

9 木 ★母子健康手帳の交付
★健康診査、成人歯科健康診査、肺がん・結核検診

10 金 ★健康診査、成人歯科健康診査、肺がん・結核検診
分別収集／東新町（岩倉団地）

11 土 古紙と古着の日／東新町（岩倉団地）
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道

3 金
★健康診査、成人歯科健康診査、肺がん・結核検診
分別収集／曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大
山寺本町・五条町・大市場町
古紙と古着の日／下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・
新柳町・新柳町１区

12 日
　休日急病診療（向井研　いわくら耳鼻咽喉科）
日曜資源回収（消防署東側防災公園9：00～12：00）
日曜市役所（証明発行業務）開設（8：30～12：00）
※正午から市役所市民スペースはお休みです。

5 日
　休日急病診療（押谷誠　おしたにクリニック）
日曜資源回収（e‐ライフプラザ9：00～12：00）
日曜市役所（証明発行業務)開設(8：30～12：00)

14 火
★健康診査、成人歯科健康診査、肺がん・結核検診
分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・
北島町・野寄町
古紙と古着の日／西市町・本町・宮前町・栄町一丁目

岩倉市役所

岩倉市第一児童館

JA愛知北岩倉支店
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